
戦
国
期
に
お
け
る
荘
園
村
落
と
収
取

田

中

倫

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

門
要
約
】
　
永
正
四
年
（
｝
五
〇
七
）
の
上
久
世
庄
算
用
帳
は
、
京
都
近
郊
の
上
久
世
と
い
う
一
つ
の
荘
園
を
分
け
あ
っ
て
展
開
す
る
、
荘
園
解
体
期
の
荘

園
領
主
東
寺
の
支
配
と
、
当
該
地
へ
勢
力
を
浸
透
さ
せ
つ
つ
あ
る
武
家
給
人
の
支
配
と
を
具
体
的
に
示
す
と
い
う
点
で
希
有
の
史
料
で
あ
る
。
本
稿
は
、

同
帳
の
分
析
に
よ
っ
て
、
東
寺
・
武
家
給
人
双
方
の
収
取
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
上
久
世
農
民
各
層
の
動
向
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
、
同
帳
の
作
成
者
・
作
成
時
、
目
的
を
検
討
し
、
同
仁
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
い
で
、
収
取
の
分
析
に
よ
り
、
東
寿
支
配
の
衰
退
を
見
、

一
方
で
武
象
給
人
支
配
が
ほ
ぼ
そ
の
実
を
あ
げ
て
い
る
の
を
見
た
。
武
家
給
人
の
収
取
は
、
荘
園
領
主
の
本
年
貢
・
公
事
と
名
主
得
分
を
一
括
し
て
把
握

し
て
お
り
、
独
自
の
収
取
形
態
を
生
ん
で
い
た
。
ま
た
、
算
用
帳
作
成
老
で
あ
る
寒
川
氏
と
侍
衆
・
百
姓
と
の
関
係
の
諸
側
溝
が
、
算
用
帳
の
中
で
散
見

さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
二
巻
六
号
　
【
九
七
九
年
十
一
月

戦魍期における荘園村落と収取（田中）

は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
戦
国
期
に
お
け
る
京
都
近
郊
の
荘
園
村
落
の
実
態
を
、
収
取
の
側
面
か
ら
関
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
荘
園

領
主
支
配
の
解
体
を
膝
下
荘
園
で
見
る
こ
と
に
加
え
、
武
家
の
当
該
地
支
配
が
、
荘
園
村
落
を
組
込
ん
で
ど
う
進
展
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
ら
の
領
主
側
の
動
き
と
関
連
し
て
、
村
落
各
層
が
い
か
な
る
動
向
を
と
る
の
か
を
展
望
し
よ
う
と
い
う
意
図
に
基
い
て
い
る
。
以
上
の
意
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
恰
好
の
素
材
と
な
る
の
が
、
荘
園
領
主
の
支
配
と
武
家
の
支
配
と
が
一
つ
の
荘
園
を
分
割
し
て
併
存
し
た
山
城
国
乙
訓
郡
上
久
世
庄
で
あ
る
。

　
東
寺
領
上
久
世
庄
は
、
田
畠
合
わ
せ
て
約
六
〇
町
の
規
模
を
持
ち
、
　
一
円
性
を
持
っ
た
典
型
的
膝
下
荘
園
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
文
亀
元
年

（一

ﾜ
〇
一
）
同
庄
の
約
半
分
を
占
め
る
公
文
寒
川
氏
の
名
主
職
所
有
地
が
、
細
川
石
元
政
権
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
、
公
文
分
は
野
寺
の
手
を
離
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れ
武
家
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
来
、
戦
国
期
の
大
半
に
わ
た
っ
て
、
上
久
世
庄
は
東
寺
と
武
家
給
人
の
支
配
地
に
分
割
さ

　
　
　
　
　
　
③

れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
い
わ
い
、
同
庄
史
料
中
に
、
全
庄
に
わ
た
る
田
畠
・
名
請
人
・
負
担
・
算
用
を
記
し
た
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
分
の
、
　
「
上
久
世
庄
算
用

④帳
」
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
帳
簿
に
よ
っ
て
、
東
寺
・
武
家
給
人
双
方
の
収
取
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
同
帳
の
分
析
を

中
心
に
、
前
述
の
課
題
に
迫
り
た
い
。
（
以
下
「
上
久
世
庄
算
用
帳
」
を
算
用
帳
と
略
記
す
る
。
）

①
　
こ
の
よ
う
な
意
図
に
基
き
、
以
前
に
上
久
世
庄
を
取
上
げ
て
若
干
の
推
測
を
述

　
べ
た
（
「
戦
国
期
に
お
け
る
荘
園
村
落
と
権
力
」
「
日
本
史
研
究
」
一
九
三
・
一
九

　
七
八
年
）
。
本
稿
は
草
稿
で
前
提
と
し
な
が
ら
、
紙
幅
の
関
係
上
要
点
の
み
に
止

　
め
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
収
取
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。

②
　
上
久
世
庄
関
係
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
上
島
有
属
『
京
郊
庄
園
村
落
の
研
究
』

　
（
一
九
七
〇
年
）
一
五
～
一
七
頁
に
詳
し
い
。

③
　
こ
の
間
の
事
惰
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
①
拙
稿
参
照
。

④
　
東
寺
百
合
文
書
の
三
九
～
四
二
。
以
下
同
文
書
を
落
伍
と
略
記
す
る
。
な
お
、

　
全
文
が
宮
川
満
氏
『
太
閤
検
地
論
第
全
部
騙
　
（
㎝
九
六
三
年
）
，
に
収
め
ら
れ
て

　
い
る
。
永
正
四
年
「
上
久
世
庄
算
用
帳
」
に
つ
い
て
の
論
及
は
比
較
的
多
く
、
乏

　
し
い
戦
国
期
上
久
世
庄
研
究
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
永
原
慶
二
氏
「
荘
園
解
体

　
期
に
お
け
る
農
隣
県
の
分
解
と
農
罠
闘
争
の
形
態
」
（
「
歴
史
評
論
」
四
四
・
四
五

　
一
九
五
三
年
後
に
『
日
本
封
建
罰
成
立
過
程
の
研
究
瞼
一
九
六
一
年
に
所
収
）
、

　
上
島
有
氏
「
庄
園
制
解
体
期
の
山
城
国
上
久
世
庄
」
（
「
史
林
」
四
一
一
二
　
一
九

五
八
年
）
、
宮
川
満
氏
『
太
審
検
地
点
第
－
都
』
第
三
章
（
一
九
五
九
年
）
、
安

良
斌
盛
昭
氏
『
太
閤
検
地
と
石
高
制
』
二
九
六
九
年
）
、
上
島
有
氏
鯛
京
郊
庄
園

村
落
の
研
究
』
第
九
章
（
一
九
七
〇
年
）
が
あ
り
、
上
島
氏
の
著
欝
の
霜
評
と
い

う
形
で
は
あ
る
が
、
須
磨
千
頴
氏
の
独
自
の
見
解
も
あ
る
（
「
史
学
雑
誌
」
入
O
I

二
　
」
九
七
一
年
）
。
永
原
・
宮
川
・
安
良
城
氏
は
、
算
用
帳
分
析
か
ら
主
と
し

て
戦
国
期
村
落
に
お
け
る
農
民
の
階
厨
構
成
や
土
地
保
有
を
解
明
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
三
豊
と
も
同
罪
作
成
の
背
景
を
な
す
細
川
政
権
に
よ
る
上
久

世
庄
公
文
分
字
収
を
全
く
考
察
さ
れ
て
は
い
な
い
。
上
島
氏
は
、
個
別
荘
園
研
究

の
一
環
と
し
て
、
武
家
の
公
文
分
支
配
と
い
う
状
況
下
の
戦
国
期
上
久
世
庄
の
実

態
を
示
す
史
料
と
し
て
算
用
帳
を
分
析
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
算
用
帳
作
成
の
背
景

や
伝
存
事
満
、
性
格
や
内
容
の
詳
細
な
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
拙
稿
で

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
氏
の
武
家
の
公
文
分
支
配
の
意
味
付
け
に
は
異
論
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
先
学
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
以
下
該
当
箇
所
で
援
用
あ
る
い
は
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
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第
隔
章
　
算
用
帳
の
性
格
と
内
容

第
一
節
　
算
用
帳
の
成
立
と
そ
の
性
格

東
寺
百
合
文
書
中
に
現
存
す
る
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
「
上
久
世
庄
盗
用
帳
」
の
表
紙
と
奥
書
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。



（
表
紙
）

「
上
久
世
庄
算
用
帳

永
正
四
雰
寒
河
所
進
帳
」

　
　
轟
r
八
轟
＋
月
廿
三
・
以
寒
穆
理
獲
光
本
帳
写
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
時
奉
行
真
海
　
」

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
通
り
、
現
存
の
算
用
帳
は
、
永
正
八
年
（
一
五
＝
）
に
寒
川
氏
の
地
勢
帳
を
東
寺
の
奉
行
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

寺
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
算
用
帳
が
東
寺
に
渡
っ
た
事
情
は
、
次
の
史
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　
　
上
久
世
庄
内
公
文
書
納
之
年
貢
者
未
落
居
之
潮
先
閣
之
、
他
所
名
主
之
年
貢
事
百
姓
令
無
沙
汰
有
名
無
実
之
処
、
上
久
世
公
文
寒
河
修
理
進
家
光
申
子
細
、

　
　
御
代
官
被
仰
尋
者
令
調
法
年
貢
米
公
事
銭
等
可
寺
納
候
由
、
以
下
久
世
公
文
孫
太
郎
弘
之
望
塁
間
、
令
披
露
重
富
、
然
鋼
帯
申
合
候
由
衆
儀
之
間
、
自

戦国期における荘園村落と収取（田中）

　
　
十
一
月
始
頃
以
公
文
所
及
度
≧
令
調
法
、
伽
寒
川
古
張
一
帖
鋤
雁
網
年
令
輪
帯
、
為
寺
家
忠
節
進
之
旨
、
件
一
帖
蓄
髪
予
写
之
、
為
未
来
亀
鏡
久
世
方
箱
二
納

　
　
之
、
又
折
番
一
枚
注
タ
ル
百
姓
交
名
有
之
、
同
剃
之
（
後
略
）
②

　
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
細
川
政
元
政
権
に
よ
る
公
文
保
有
地
の
没
収
に
よ
り
、
同
地
に
対
す
る
領
主
権
を
否
定
さ
れ
た
東
寺
は
、
同
地
が
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

即
す
べ
き
東
寺
分
年
貢
－
「
公
文
徴
納
之
年
貢
」
返
還
を
八
方
手
を
つ
く
し
て
要
求
し
て
い
た
が
、
成
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
没

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

収
の
影
響
で
、
東
寺
支
配
下
に
残
っ
た
望
地
－
「
他
所
名
主
分
」
（
寺
家
分
と
も
呼
ば
れ
る
。
本
稿
で
は
以
下
東
寺
分
と
呼
ぶ
。
）
で
も
、
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
年
貢
等
未
進
が
重
な
り
、
東
寺
支
配
は
大
き
く
揺
が
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
永
正
八
年
、
か
つ
て
の
公
文
代
寒
川
家
光
は
、
東
寺
分
年
貢
等

漸
増
の
促
進
を
条
件
に
東
寺
分
の
代
官
職
を
望
み
、
改
め
て
代
官
と
し
て
庄
務
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
寒
川
家
光
は
、
永
正

四
年
算
用
状
と
呼
ば
れ
る
古
帳
一
冊
と
、
百
姓
交
名
の
折
紙
一
枚
を
東
寺
に
進
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
奉
行
の
手
で
筆
写
さ
れ
東
寺
に
保
管
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
と
こ
ろ
で
、
算
用
帳
は
同
年
の
引
付
の
別
の
箇
所
で
は
「
上
久
世
庄
田
地
百
姓
交
名
帳
偏
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
同
声
の
内
容

は
、
東
寺
に
よ
る
田
地
百
姓
の
再
把
握
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
帳
簿
の
入
手
が
、
永
正
八
年
の
東
寺
分
支
配
再
建
を
具
体
的
に
支
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え
る
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
で
は
、
算
用
帳
は
誰
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
昌
的
で
作
成
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
寒
川
家
光
が
持
参
し
た
算
用
帳
は
門
寒
川
古
張
」
門
寒
川
修
理
画
家
光
本
帳
」
で
あ
り
、
署
判
．
奥
書
等
も
、
先
に
引
用
し
た
真
海
の
奥
書
以

外
に
な
く
、
寒
川
の
原
本
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
同
質
作
成
に
は
全
庄
に
わ
た
る
田
畠
百
姓
の
把
握
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、

公
文
代
と
し
て
長
年
庄
務
に
関
与
し
て
き
た
寒
川
家
光
が
、
同
権
の
直
接
の
作
成
者
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
次
に
、
同
帳
は
永
正
四
年
分
の
算
用
帳
で
あ
る
が
、
作
成
さ
れ
た
の
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。
算
用
帳
に
記
さ
れ
た
年
貢
納
入
の
日
付
は
、
永
正

四
年
一
一
月
置
一
日
が
最
も
新
し
く
、
以
後
の
書
入
れ
と
見
ら
れ
る
記
載
は
ご
く
少
い
。
従
っ
て
、
算
用
帳
は
永
正
四
年
＝
月
一
二
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
算
用
を
基
本
的
内
容
と
し
、
同
年
末
か
五
年
に
し
て
も
早
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
算
用
帳
は
ど
の
よ
う
な
目
的
・
事
情
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
同
帳
の
作
成
に
つ
い
て
は
肖
東
寺
に
よ
っ
て

で
は
な
く
、
寒
川
家
光
が
昏
々
伯
部
源
次
郎
（
公
文
分
給
人
）
の
代
宮
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
年
貢
収
納
に
際
し
て
「
公
文
分
」
－
武
家
分
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
寺
家
分
」
－
東
寺
分
の
区
鋼
を
開
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
成
し
た
と
い
う
上
島
有
徳
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
田
地
百
姓
交
名
帳
」
の
内

容
を
持
ち
算
用
帳
と
呼
ば
れ
る
帳
簿
は
永
正
四
年
分
の
一
冊
の
み
で
あ
り
、
氏
の
見
解
で
は
、
こ
の
帳
簿
が
な
ぜ
永
正
四
年
と
い
う
特
定
の
時

期
を
対
象
と
し
、
算
用
帳
と
い
う
独
自
の
形
態
を
と
っ
た
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
。

　
ま
ず
、
永
正
四
年
と
い
う
時
期
は
ど
の
よ
う
な
時
期
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
の
寒
川
家
光
の
位
置
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
を
見
よ
う
。

　
永
正
四
年
は
、
六
月
に
細
川
政
一
7
5
が
香
西
属
・
薬
師
寺
氏
を
背
景
と
す
る
養
子
の
澄
之
に
殺
さ
れ
、
聖
遷
政
権
が
崩
壊
し
た
年
で
あ
る
。
八

月
に
は
澄
之
が
討
た
れ
、
陶
波
の
国
人
勢
力
を
背
景
と
す
る
も
う
一
人
の
政
元
養
子
今
上
が
家
督
を
継
ぐ
が
、
翌
年
四
月
に
は
単
元
を
逐
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

細
州
高
国
が
政
権
の
座
に
つ
い
た
。
こ
の
事
態
の
中
で
、
上
久
世
豊
楽
文
中
給
人
上
々
伯
部
源
次
郎
は
身
元
暗
殺
時
に
死
亡
し
、
そ
の
跡
は
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

因
幡
守
に
受
継
が
れ
た
。
相
続
の
時
点
は
永
正
四
年
中
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
永
正
四
年
は
公
文
分
支
配
者
の
交
替
期
で
あ
っ
た
。
永
正
四
年
後
半
か
ら
翌
年
に
か
け
て
政
情
は
流
動
的
で
あ
り
、
新
給
人
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戦騒チ絹における荘園村落と∫反取　（田中）

寄
々
伯
部
因
幡
守
は
腰
を
落
着
け
て
公
文
分
を
支
配
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
そ
こ
で
代
官
が
必
要
と
な
り
、
寒
川
家
光
は
そ

の
適
任
老
で
あ
っ
た
。

　
家
光
は
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
公
文
分
に
お
け
る
給
人
支
配
体
制
の
成
立
以
来
公
文
分
代
官
で
あ
っ
た
が
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
公
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

分
が
波
々
伯
部
源
次
郎
に
与
え
ら
れ
た
際
に
代
官
を
罷
免
さ
れ
て
い
る
。
以
後
寒
川
家
光
の
足
跡
は
、
公
文
分
の
み
な
ら
ず
東
寺
分
か
ら
も
消

え
て
し
ま
う
。
そ
し
て
再
び
姿
を
見
せ
る
の
が
永
正
四
年
の
算
用
帳
で
あ
る
。
家
光
は
、
永
正
四
年
忌
政
権
交
替
・
給
人
交
替
を
契
機
と
し
て

庄
内
で
の
勢
力
挽
回
を
は
か
り
、
永
正
元
年
の
代
窟
罷
免
以
後
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
箪
用
帳
を
作
成
し
、
在
地
の
再
把
握
に
努
め
た
と
考

　
⑫

え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
算
用
帳
が
一
方
で
「
田
地
百
姓
交
名
帳
」
と
呼
ば
れ
う
る
土
地
台
帳
類
似
の
形
態
を
持
ち
つ
つ
も
、
永
正
四
年
分

の
算
用
を
記
し
、
そ
の
た
め
に
鋒
玉
帳
と
名
付
け
ら
れ
る
と
い
う
事
情
も
、
田
畠
百
姓
及
び
負
担
の
把
握
と
い
う
家
光
の
鼠
的
と
、
永
正
四
年

分
の
収
取
実
現
と
い
う
家
光
に
課
せ
ら
れ
た
現
実
的
課
題
と
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
控
帳
が
東
寺
分
を
も
合
わ
せ
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
家
光
が
公
文
分
で
の
失
地
回
復
と
同
時
に
東
寺
分
に
お
い
て
も
公
文
代
と
し
て
の
地
位
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
算
用
帳
が
支
配
者
側
の
意
を
受
け
て
、
給
人
へ
提
出
さ
れ
る
田
畠
百
姓
の
指
出
類
の
準
備
と
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
は
想
定
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
脳
・
政
権
及
び
給
人
交
替
期
に
あ
た
り
・
婆
伯
部
因
幡
守
が
そ
の
知
行
の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
・
上
部
機
関
に
知

行
目
録
を
提
出
し
て
安
堵
を
受
け
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
し
、
あ
る
い
は
同
様
の
目
的
で
家
光
が
因
幡
守
に
目
録
を
提
出
し
た
こ
と
は
十

分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
算
用
帳
が
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
東
寺
分
の
記
載
及
び
算
用
部
分

の
存
在
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
や
は
り
、
算
用
帳
そ
の
も
の
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
先
に
見
た
よ
う
な
家
光
の
私
的
な
帳
簿
で
あ
る
と
考
え

た
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
作
成
事
情
か
ら
、
算
用
帳
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
眼
定
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
算
用
帳
は
現
実
の
重
層
的
な
土
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地
保
有
状
況
を
直
接
に
示
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
家
光
の
立
礼
か
ら
、
名
請
人
を
通
じ
て
の
在
地
把
握
及
び
現
実
の
収
納
状
況
の
把
握

を
第
一
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
箕
用
帳
は
検
注
等
の
権
力
に
よ
る
従
来
の
土
地
保
有
や
収
取
の
改
変
に
際
し
て
作
成
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
状
の
確
認
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
状
と
は
、
永
正
四
年
の
政
変
後
の
忽
々
と
し
た
疇
期
に

支
配
方
式
の
大
幅
な
変
更
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
以
上
、
そ
れ
以
前
の
細
川
政
元
政
権
下
の
給
人
支
配
、
少
く
と
も
轟
々
伯
部
源
次
郎

の
支
配
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
、
算
用
帳
分
析
の
主
要
至
誠
は
、
武
家
給
人
・
東
寺
双
方
の
支
配
下
に
あ
る
上
久
世
舞
の
収
取
を
、
寒
川
家
光
を
通
し
た
部
分
に
つ

い
て
開
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
分
析
を
通
じ
て
武
家
給
人
・
東
寺
の
支
配
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
算
用
帳
が
全
庄
を
対
象
と
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
名
請
人
の
土
地
保
有
や
階
層
性
も
一
定
度
窺
え
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
前
述
し
た
算
用
帳
の
性
格
か
ら
慎
重
で
な
く
て
は
な
ら

ず
・
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
と
は
し
な
晦
・

③
　
こ
の
点
及
び
算
用
帳
が
東
寺
に
伝
わ
っ
た
纂
情
に
つ
い
て
は
、
上
島
有
氏
『
京

　
郊
庄
園
村
落
の
研
究
』
第
九
章
第
一
節
に
詳
し
い
。

②
　
爽
百
ね
　
鎮
守
入
幡
宮
供
僧
評
定
引
付
　
永
正
八
年
月
日
不
詳
条
。
以
下
同
引

　
付
を
鋏
守
引
付
と
略
記
す
る
。
傍
線
は
田
中
に
よ
る
。
以
下
傍
線
・
傍
注
・
傍
点

　
は
田
中
に
よ
る
。
上
久
世
庄
は
東
寺
鎮
守
八
幡
宮
領
で
あ
り
、
同
宮
供
僧
の
評
定

　
に
よ
り
庄
関
係
諸
事
の
決
定
が
な
さ
れ
た
。
鎮
守
引
付
は
そ
の
評
定
の
記
録
で
あ

　
る
。

③
拙
稿
「
戦
国
期
に
お
け
る
荘
園
村
落
と
権
力
」
（
「
日
本
史
研
究
」
一
九
三
）
参
照
。

④
「
他
所
名
主
分
」
と
は
本
来
庄
外
居
住
の
名
主
分
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、

　
公
文
分
没
収
後
は
公
文
分
以
外
の
他
の
名
主
分
と
い
う
意
味
で
し
ば
し
ば
使
用
さ

　
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
場
合
は
後
者
の
意
昧
で
あ
る
。

⑤
　
公
文
は
寒
川
惣
領
家
で
あ
る
が
在
写
せ
ず
、
一
族
が
公
文
代
と
し
て
在
庄
し
職

　
務
を
行
っ
て
い
た
。
家
光
は
正
式
に
は
公
文
代
で
あ
る
が
自
ら
は
公
文
を
名
乗
り
、

　
東
寺
や
農
民
も
日
常
的
に
は
家
光
を
公
文
と
呼
ん
で
い
た
。
な
お
、
上
島
氏
前
掲

　
醤
第
七
章
第
一
節
参
照
。

⑥
　
東
百
ね
　
鎮
守
引
付
　
永
正
入
年
月
日
不
詳
条
に
「
上
久
世
庄
田
地
百
姓
交
名

帳
講
一
帖
．
壷
尊
命
之
間
、
為
後
之
写
選
者
蒙
衝
編
聯
響
と

　
あ
る
。
持
参
し
た
の
は
寒
川
家
光
で
あ
る
。
永
正
八
年
の
鎮
守
引
付
は
、
日
を
逐

　
っ
て
書
継
が
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
同
年
末
以
降
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
た

　
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
同
一
事
実
を
別
の
箇
所
で
二
重
に
記
し
た
も
の
で
あ
ろ

　
b
つ
。

⑦
現
存
の
箕
繍
帳
は
写
で
あ
る
た
め
細
筆
の
判
別
は
で
き
な
い
。
一
部
に
一
一
月

　
一
二
目
以
後
の
納
入
を
示
す
記
載
（
後
述
）
が
み
ら
れ
る
が
、
ご
く
少
数
で
あ
り

　
そ
の
日
付
も
な
い
。

⑧
前
掲
書
四
五
三
頁
。

⑨
『
多
聞
院
日
記
』
永
正
四
年
六
月
二
四
闘
条
他
。

⑩
因
幡
堂
の
公
文
分
知
行
が
史
全
的
に
確
認
さ
れ
る
の
は
永
正
五
年
八
月
の
東
寺

　
申
状
案
（
東
百
ミ
八
一
～
九
二
）
か
ら
で
あ
る
が
、
永
正
礪
年
一
〇
月
、
圏
幡
守
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は
澄
元
の
命
に
よ
っ
て
大
和
攻
め
に
加
わ
っ
て
お
り
（
『
多
聞
院
日
記
』
永
正
四
年

　
一
〇
月
コ
ニ
日
条
）
、
こ
の
時
に
は
源
次
郎
跡
は
澄
元
に
よ
っ
て
因
幡
守
に
安
堵

　
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

⑪
拙
．
稿
一
三
・
一
四
頁
参
照
。

⑫
算
用
帳
記
載
の
国
地
の
中
に
は
「
某
ヨ
リ
渡
」
と
か
「
某
跡
」
と
い
う
註
記
が

　
あ
る
も
の
が
あ
り
、
代
宮
罷
免
後
の
田
地
の
移
動
を
永
正
四
年
に
把
握
し
た
も
の

　
と
考
え
ら
れ
る
。

⑲
　
東
否
ね
　
鎮
守
引
付
永
正
一
三
年
一
二
月
二
〇
日
条
に
は
、
東
寺
の
被
官
と

　
な
る
際
の
下
久
世
庄
中
尾
氏
の
言
上
と
し
て
、
「
先
年
上
久
世
ノ
納
帳
所
持
候
、

　
母
子
困
者
、
番
西
又
六
当
国
半
済
之
時
世
久
世
納
帳
段
歩
モ
無
其
隠
指
出
拝
古
帳

　
在
之
」
と
あ
る
。
香
西
又
穴
（
元
長
）
は
上
久
世
庄
算
用
帳
作
成
時
に
は
死
亡
し
て

　
お
り
、
中
尾
勝
持
の
上
久
世
納
帳
と
算
用
帳
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
参
考
ま
で
に

　
あ
げ
て
お
く
。

⑭
　
従
来
の
算
用
帳
に
関
す
る
論
考
は
む
し
ろ
名
請
人
の
土
地
保
有
や
階
層
性
の
究

　
明
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
算
用
部
分
す
な
わ
ち
蚊
取
の
側
面
か
ら
分
析
を
さ
れ

　
た
の
は
上
島
氏
の
み
で
あ
る
。

第
二
節
　
算
用
帳
の
記
載
様
式
と
そ
の
意
味

戦国期における荘園村落と収取（田中）

弊
用
帳
は
終
始
同
じ
様
式
で
記
さ
れ
て
お
り
、

へ
一
彦
衛
門
分

八
反
く
し
五

へ
　
二
反

分
米
八
石
八
斗

へ・
・
二
石
三
斗

合
拾
一
石
一
斗
内

　
　
　
　
　
三
石
五
斗
公
事
米
引

　
　
　
　
　
一
斗
五
升
藁
引

五
石
五
升
七
合
公
文
方
納

二
石
五
斗
半
済
方
へ
3
1
之

　
　
　
一
斗
七
合
過
延
一
升
五
A
、

　
一
石
七
斗
五
升
公
審
本
役
内

　
　
一
石
八
斗
九
升
三
合
公
文
方
納

次
に
示
す
一
部
に
よ
っ
て
全
体
の
様
式
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
斗
六
升
五
合
過
本
所
ノ
升

同
名
主
分

　
一
反
小
　
　
　
　
　
本
役
四
斗
六
升
五
合

　
　
　
　
　
四
斗
四
升
薪

　
　
　
　
　
　
　
二
斗
三
升
二
合
半
済
方
へ
引
之

　
　
　
　
定
墾
ハ
斗
七
升
三
合
．
＋
。
弄
霜
八
泰
九
合
覇

　
　
　
　
　
　
合
四
升
九
合
寺
納
講
二

　
　
　
　
定
　
六
斗
二
升
四
合

　
　
　
　
　
　
猶
残
二
斗
三
升
三
合

へ
一
浄
祐
与
三
郎
分

　
五
反
小
く
し
五
　
　
　
分
由
木
五
石
六
斗
三
升
四
合

　
大
　
　
　
　
　
　
　
・
・
七
斗
三
升
四
合

　
二
反
　
　
　
　
　
・
・
二
石
二
斗

錯
　
　
　
長
泉
院
分

　
二
反
　
　
　
　
　
・
・
二
石
一
斗

　
　
　
合
十
石
六
斗
六
升
八
合
内

　
　
　
　
三
石
五
斗
公
棄
引

　
　
　
　
　
一
斗
五
升
藁
引

　
　
　
　
三
石
四
斗
四
升
公
文
方
納

　
　
　
　
　
　
二
石
五
斗
半
済
方
へ
引
之

　
　
　
　
　
ダ
一
石
七
升
八
合

8　（786）



戦圏期における荘園村落と収取（田中）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
石
七
斗
五
升
公
泰
本
役
内

　
　
　
　
　
　
　
　
二
石
八
升
八
合
公
文
方
へ
納

　
　
　
　
　
　
　
　
三
斗
三
升
八
合
過
凋
聡
泌
惣
研
畿
ッ
、
、
メ
ー
ア

　
　
　
　
　
　
魁
ダ
七
斗
八
升
七
合
・
　
⇒
、
獣

　
　
同
名
主
分

　
　
　
二
反
　
　
　
　
　
　
本
役
五
斗
九
升
二
合

　
　
　
二
反
　
　
　
　
　
・
・
壱
石
八
升

　
　
　
　
　
＃
壱
石
六
斗
七
升
二
合
内

　
　
　
　
　
　
　
八
斗
三
升
六
合
半
済
方
へ
引
之

　
　
　
　
　
　
　
一
石
三
斗
二
升
井
新

　
　
　
　
　
　
合
二
石
一
斗
五
升
六
合
藤

　
　
　
十
一
十
二
　
　
　
　
　
　
　
入
十
露
　
　
　
　
十
十
五

　
　
　
　
　
五
斗
一
升
四
合
　
四
升
八
合
　
　
九
升

　
　
　
　
　
　
　
合
六
斗
五
升
二
合
寺
納
塾
諜

　
　
　
　
　
　
至
石
葦
四
合
一
石
蕎
訟
文
方
へ
納

　
　
　
　
　
　
　
　
猶
定
残
五
斗
｛
合

　
こ
れ
ら
の
例
に
よ
っ
て
わ
か
る
通
り
、
算
用
帳
は
名
寄
形
式
を
と
り
、
耕
地
と
そ
の
負
担
・
永
正
四
年
分
の
算
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
名

請
人
の
保
有
地
は
、
分
米
負
担
耕
地
（
以
下
分
米
地
と
す
る
）
と
「
名
主
分
」
と
記
さ
れ
た
本
筋
負
担
耕
地
（
以
下
本
役
地
と
す
る
）
と
に
分

か
れ
て
い
て
（
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
場
合
も
あ
る
）
、
別
々
に
算
用
が
さ
れ
て
い
る
。
分
米
は
反
当
一
石
一
斗
前
後
で
あ
る
の
に
対
し
本
役

は
三
斗
か
ら
五
斗
を
標
準
と
し
て
区
々
で
あ
り
、
分
米
地
と
本
役
地
と
で
は
負
担
量
に
大
幅
な
差
が
見
ら
れ
、
公
事
を
含
め
た
収
取
方
式
も
異

っ
て
い
る
。
ま
た
、
負
担
の
納
入
先
も
、
分
米
地
で
は
公
文
方
で
あ
り
本
役
地
で
は
東
寺
（
軍
楽
）
で
あ
る
。
収
取
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
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表1　分米地・本役地の全体（田地のみ）

1舗人・摩数随　　積
分米地

{役地

58人

S3人

162筆

V7筆

31町4反120歩

Q5町8反90歩

禽計1，22人調劇23劇57町・反…歩

＊伊勢講田，東西頭田，池内（地名ヵ）等人名

以外の名請主体も，人名と同様の記載がさ

れているので加えた。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

す
る
。
分
米
地
本
役
地
の
全
体
は
表
一
の
通
り
で
あ
る
。

　
で
は
、
分
米
地
と
本
役
地
と
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
土
堰
で
あ
り
、
名
請
人
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
前
述
の
如
く
、
永
正
四
年
当
時
の
上
久
世
庄
は
武
家
給
人
の
支
配
す
る
公
文
分
と
東
寺
支
配
の
東
寺
分
と
に

分
割
さ
れ
て
い
た
。
算
用
帳
は
全
庄
規
模
の
帳
簿
で
あ
る
か
ら
、
公
文
分
・
棄
寺
分
の
両
方
が
記
さ
れ
て
い
る

筈
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
分
米
地
と
本
役
地
と
で
は
公
文
分
と
東
寺
分
の
違
い
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
。
分
米
が
公
文
方
に
納
入
さ
れ
本
役
が
東
寺
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
米
地
が
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

家
給
人
支
配
の
公
文
分
で
あ
り
、
本
編
地
が
東
寺
支
配
の
東
寺
分
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本
役
の
量
は

東
寺
の
本
年
墨
壷
と
し
て
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
公
文
分
が
本
年
貢
・
公
事
と
公
文
の
名
主
得
分
と
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
支
配
の
対
象
と
す
る
土
地
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
分
米
は
か
つ
て
の
東
寺
分
本
年
貢
に
名
主
得
分
を
加
え
た

量
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
点
を
詳
し
く
見
よ
う
。
新
庄
衛
門
方
分
分
米
地
に
は
次
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　
　
流
田

　
　
三
反
小
　
　
　
　
分
米
三
石
三
斗
三
升
四
合

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
池
ノ
内
　
　
　
　
　
　
（
分
米
）

　
　
二
反
小
　
　
　
　
・
・
二
石
五
斗
六
升
七
合

　
　
　
　
　
　
　
七
斗
四
升
【
合
本
役
分
田
相
残
分
新
給

こ
の
二
筆
は
算
用
部
分
の
次
の
引
物
箇
所
に
対
応
す
る
。

　
　
三
石
三
斗
三
升
四
合
流
田
本
加
共
蕾
損

　
　
　
一
石
八
斗
二
升
五
合
油
内
二
反
小
加
徳
除
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

流
田
三
反
小
の
分
米
三
石
三
斗
三
升
四
分
来
診
の
内
訳
は
本
加
共
で
あ
り
、
池
ノ
内
二
反
小
の
分
米
二
石
五
斗
六
升
七
合
は
七
斗
四
升
一
合
の
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戦国期における荘園村落と収取（田中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

本
役
部
分
の
み
を
納
め
、
残
り
の
一
石
八
斗
二
升
五
合
の
蕪
骨
を
長
給
と
し
て
免
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
分
米
が
本
役
と
加
徳
す
な
わ

ち
加
地
子
と
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
池
ノ
内
で
は
本
営
は
反
当
約
三
斗
一
升
七
合
、
賢
徳
は
約
七
斗
八
升
二
合
で
あ
る
。
ま

た
、
西
方
の
分
米
地
に
は
「
一
反
麦
田
　
力
地
子
六
斗
」
と
い
う
記
載
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
加
地
子
の
蚤
は
売
券
類
に
見
ら
れ
る
名
主
得
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

加
地
子
量
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
分
米
一
石
余
は
三
役
と
六
～
七
里
の
名
主
得
分
か
ら
成
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
分
米
地
“
武
家
給
人
支
配
地
、
本
券
地
⊥
果
寺
支
配
地
、
分
米
－
本
役
＋
名
主
得
分
、
本
役
宅
東
寺
本
年
貢
と
し
た
上
で
、
次
に
世
尊
と
名

請
人
の
関
係
を
見
よ
う
。
分
米
地
の
名
請
入
は
、
本
役
・
公
事
と
名
主
得
分
の
負
担
責
任
者
で
あ
り
、
そ
の
保
有
は
名
主
職
の
下
位
の
保
有
で

あ
る
。
現
実
に
は
席
捲
が
得
分
権
化
し
、
耕
作
者
と
作
職
所
持
者
が
分
化
し
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
関
係
は
算
用
帳
に
は
現
れ

な
い
。
一
方
、
本
役
地
の
名
請
人
は
、
本
論
・
公
事
の
納
入
責
任
者
で
あ
り
、
　
「
名
主
分
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
耕
地
に
対
す
る
名
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

職
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
勿
論
、
鮮
麗
地
内
部
で
の
職
の
分
化
や
得
分
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
算
用
帳
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
同
帳
が
領
主
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
土
地
台
帳
で
は
な
く
、
収
納
に
あ
た
っ
た
寒
川
家
光
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
算
用
帳
で
あ
っ
た

点
で
、
必
ず
し
も
職
の
次
元
で
一
律
な
記
載
が
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
概
し
て
い
え
ば
、
本
極
地
は
名
主
職
、
分
米
地
は
作
職
次
元

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
保
有
と
考
え
ら
れ
る
。
分
米
地
・
本
役
地
と
名
請
人
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
こ
こ
で
分
米
地
の
性
格
、
特
に
名
主
得
分
の
行
方
に
つ
い
て
補
足
し
た
い
。
例
示
し
た
浄
祐
与
三
郎
露
分
米
地
に
は
、
　
「
珊
二
反

黎
募
（
分
米
）
・
・
二
石
一
斗
」
と
い
う
分
付
記
載
（
傍
点
部
）
が
見
ら
鴛
こ
の
考
な
分
付
の
あ
る
田
地
は
・
籍
帳
全
体
で
は
三
〇
筆
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

四
町
四
反
で
あ
る
が
、
一
筆
三
反
を
除
い
て
全
て
分
米
地
で
あ
る
。
本
丁
地

の
一
筆
に
も
「
此
本
県
公
事
銭
貸
事
ハ
来
年
ヨ
リ
公
文
方
へ
可
下
候
」
と
い

　
　
　
　
　
⑨

う
註
記
が
あ
り
、
分
付
記
載
は
分
米
地
に
特
有
の
事
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
で
は
分
付
記
載
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
分
付
記
載
の
特
徴
か
ら
見
て
行
こ
う
。
分
付
田
は
名
請
人
の
分
米

分
米
地
邸
武
家
給
人

　
　
　
　
　
支
配
地

本
役
地
掴
東
寺
支
配
地

／

東
之
納

本
．
役

本
役

分
米

●
一　　一　一

名
請
人

名
主
得
分

／名
蛛
^
得
分
／

公
文
方
納

一
名

3 請
i 杢
2 …

ほ　は　　　（雛、て。、部
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表2　浄祐与三郎分・利倉孫三郎資本役地の比較

名請人　鰍綴㈲1鯖人
浄祐塾・反・・324｛利餅三方

名請人 面積　本役（石）

利倉孫三郎方　　2反 O．　7

（西方に含まれる）

利倉孫三郎　　1反　　0．35
「此外三斗五升ハ長泉院加」

典 名請人出

浄血与三郎　　4反　　1．　672

浄三跡与三郎　　6反　2．324

「二段分米七三照升二合長泉院分

由申」　　　　　　　　　　　　　残　1，582

永正元年指出

永正4年算用帳

永正6年算用状

地
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
同
一
名
請
人
の
分
米
地
に
複
数
の
分
付
主
が
付
く
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
分
付
は
人

格
的
な
隷
属
関
係
を
示
す
の
で
は
な
く
、
分
付
田
を
媒
介
と
し
た
経
済
的
関
係
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
分
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

主
は
、
長
泉
等
等
の
庄
外
と
考
え
ら
れ
る
夕
嵐
（
一
八
筆
）
、
大
藪
小
帯
郎
等
の
庄
外
者
ハ
五
筆
）
、
五
郎
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

等
の
百
姓
（
五
筆
）
、
家
光
手
作
分
（
三
筆
）
で
あ
り
、
庄
外
者
の
比
重
が
大
き
い
。
分
付
名
請
人
は
侍
衆
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

百
姓
と
の
比
率
が
ほ
ぼ
一
対
二
で
あ
る
。
分
付
記
載
の
有
無
は
分
米
等
の
算
用
に
は
影
響
し
て
お
ら
ず
、
分
付

の
有
無
は
収
納
の
局
面
で
は
寒
川
家
光
と
名
請
人
と
の
関
係
を
変
え
て
い
な
い
。

　
次
に
、
浄
祐
与
三
郎
の
例
を
中
心
に
個
別
事
情
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
鐸
用
帳
の
前
後
に
、
東
寺
分
一
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

役
地
の
み
を
対
象
と
し
て
永
正
元
年
の
上
久
世
庄
家
出
、
永
正
六
年
の
上
久
世
庄
他
所
名
主
分
運
用
状
が
作
成

　
　
　
　
⑮

さ
れ
て
い
る
。
三
史
料
を
比
較
す
る
と
、
浄
祐
与
三
郎
分
と
利
倉
孫
三
郎
分
は
表
二
の
如
く
で
あ
る
。
表
に
よ

れ
ば
、
浄
祐
与
三
郎
分
重
役
地
は
、
永
正
元
年
に
は
六
反
だ
っ
た
の
が
同
四
年
に
は
四
反
に
減
少
し
、
六
年
に

は
再
び
六
反
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
註
記
の
如
く
六
反
分
本
底
二
石
三
斗
二
升
四
合
の
内
二
反
分
漏
斗
四

升
二
合
が
長
泉
院
分
と
い
う
理
由
で
差
引
か
れ
、
結
局
四
反
分
一
石
五
斗
八
升
二
合
が
徴
収
分
と
な
っ
た
。
こ

の
七
並
四
升
二
合
は
東
寺
藤
本
役
で
あ
り
、
長
泉
画
塾
と
は
長
泉
院
へ
加
地
子
を
納
入
す
届
と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
二
反
分
は
長
泉
院
へ
加
地
子
を
負
担
す
る
ゆ
え
に
寺
納
分
町
役
か
ら
差
引
か
れ
た
の
で
あ

る
。
永
正
四
年
の
本
役
地
が
四
反
と
な
っ
て
い
る
の
も
こ
の
二
反
が
加
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
二
反
分

は
分
米
地
の
二
反
長
泉
院
分
と
し
て
記
暴
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
蝕
・

　
利
倉
孫
三
郎
方
分
兵
役
地
は
、
永
正
元
年
に
は
二
反
七
斗
で
あ
り
、
永
正
六
年
に
は
一
反
三
斗
五
升
で
あ
る
。

浄
祐
与
三
郎
の
例
を
参
考
に
す
れ
ば
、
永
正
六
年
の
「
此
壷
掘
苗
齢
星
斗
長
泉
院
加
」
と
い
う
註
記
は
、
此
外

一
反
分
の
本
尊
三
斗
五
升
は
そ
の
田
地
が
長
泉
院
へ
加
地
子
を
負
担
す
る
ゆ
え
に
寺
納
分
か
ら
除
く
と
い
う
意
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戦国期における荘園村落と収取（田中）

味
と
と
れ
る
。
永
正
四
年
に
は
孫
三
郎
方
分
は
西
方
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
　
「
長
泉
黒
質
」
の
一
反
分
は
、
西
方
分
米
地
の
駒
白
一
反
の
長
泉

院
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
よ
り
、
分
米
地
の
分
付
記
載
は
、
分
付
主
が
名
請
人
の
田
地
に
加
地
子
取
得
権
を
持
ち
、
そ
の
た
め
に
本
役
が
東
寺
へ
納
入
さ
れ
な
い

部
分
を
示
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
で
は
な
ぜ
こ
れ
ら
の
加
地
子
田
の
本
役
は
寺
宝
さ
れ
ず
、
武
家
給
人
支
配
下
の
分
米
地
に
含
ま
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
こ
こ
で
、
　
「
営
外
の
加
地
子
名
主
職
所
有
者
の
加
地
子
徴
収
が
荘
宮
の
手
を
経
て
い
た
と
す
れ
ば
し
そ
の
加
地
子
負
担
田
は
分
米
地
に
含
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
で
あ
る
と
い
う
、
永
原
慶
二
氏
の
見
解
に
注
越
し
た
い
。
分
米
地
の
分
付
と
な
る
加
地
子
田
は
、
こ
の
よ
う
に
加
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

子
が
家
光
の
手
を
経
て
加
地
子
名
主
に
渡
る
部
分
で
は
な
か
ろ
う
か
。
分
付
主
は
営
外
者
が
多
い
点
も
想
起
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
本
役
地
名

請
人
と
な
る
加
地
子
名
主
は
、
家
光
の
手
を
経
ず
直
接
に
耕
作
者
か
ら
加
地
子
を
受
取
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
分
付
田
は
、
家
光
が
加
地

子
名
主
の
代
行
を
す
る
ゆ
え
に
分
米
地
に
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
が
、
永
正
六
年
の
算
用
状
に
見
る
よ
う
に
、
菓
寺
は
本
書
徴
収
は
放
棄
し
な

が
ら
も
分
付
田
を
東
寺
分
に
入
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
の
分
付
記
載
の
検
討
に
よ
り
、
分
米
地
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
直
し
た
い
。
分
米
地
は
、
没
収
前
の
公
文
が
名
主
職
を
持
つ
田

地
が
大
半
を
占
め
、
家
光
が
盤
外
加
地
子
名
主
等
の
代
行
を
す
る
田
地
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
分
付
田
は
加
地
子
の
行
方
に
つ
い
て
他
の
分

米
地
と
区
朋
さ
れ
る
が
、
収
納
の
局
面
で
の
名
請
人
と
寒
川
家
光
と
の
関
係
及
び
本
役
の
行
方
に
つ
い
て
は
他
の
分
米
地
と
同
様
で
あ
る
。
そ

し
て
、
東
寺
は
分
付
田
を
公
文
分
と
は
認
め
て
い
な
い
が
、
公
文
分
没
収
以
後
武
家
給
人
の
支
配
が
続
く
な
か
で
、
分
付
田
を
含
め
た
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

公
文
分
の
ま
と
ま
り
が
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
①
　
分
米
地
は
全
て
田
地
で
あ
る
。
本
門
地
に
は
畠
が
五
築
あ
る
が
面
積
が
記
さ
れ
　
　
　
　
　
・
公
事
を
収
取
す
る
土
地
で
あ
る
。
名
請
人
は
名
演
職
所
有
者
（
永
原
・
安
良
城

　
　
て
い
な
い
の
で
除
外
し
た
。
以
下
考
察
の
対
象
は
田
地
に
限
定
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
上
島
氏
）
、
あ
る
い
は
名
主
約
（
地
主
的
）
占
有
者
（
宮
川
氏
）
で
あ
る
。

　
②
　
は
じ
め
に
謎
④
に
あ
げ
た
先
学
の
見
解
は
、
本
役
地
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
【
致
し
　
　
　
　
　
分
米
地
に
つ
い
て
は
大
き
く
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
永
原
・
宮
川
・
安
良
城

　
　
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
役
と
は
本
年
貢
で
あ
り
、
本
立
地
と
は
東
寺
が
本
年
貢
　
　
　
　
　
説
で
は
東
寿
が
本
年
貢
・
公
事
に
加
え
て
加
地
子
を
得
る
地
と
す
る
。
永
原
氏
は
、
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荘
重
の
加
地
子
名
主
の
加
地
子
徴
収
が
荘
官
の
手
を
経
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の

部
分
は
分
米
地
に
含
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
分
米
は
本
年
貢
＋
加
地

　
子
で
あ
り
、
名
請
人
は
作
職
所
有
者
（
永
原
・
安
良
城
氏
）
あ
る
い
は
作
人
的
占

　
有
者
（
宮
川
氏
）
で
あ
る
。
上
島
氏
史
林
論
文
も
こ
の
解
釈
で
あ
る
。

　
　
上
島
氏
を
除
い
て
、
武
家
の
公
文
分
支
配
と
い
う
背
景
を
等
閑
視
さ
れ
た
た
め

　
に
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
後
期
に
お
け
る
東
寺
関
係

　
者
の
加
地
子
名
主
職
集
積
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
以
て

　
直
ち
に
東
寺
が
本
年
貢
で
は
な
し
え
な
い
剰
余
の
吸
収
を
図
っ
た
も
の
と
評
価
す

　
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
は
夙
に
、
永
原
氏
（
前
掲
論
文
）
、
熱
田
公
吏
（
書

　
評
　
上
島
編
著
『
京
郊
庄
園
村
落
の
研
究
』
「
史
林
」
五
三
－
六
　
一
九
七
〇
年
）

　
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
し
て
、
分
米
地
三
〇
余
町
分
の
加
地
子
名
主
職
を
東
寺
関
係

　
血
相
が
臨
集
甑
忙
し
た
と
い
う
点
の
実
証
は
、
現
存
の
四
馬
皿
夢
・
寮
准
｛
状
類
に
よ
っ
て
は
不

　
可
能
で
あ
る
。
現
存
の
売
券
類
記
載
の
田
畠
を
合
わ
せ
て
も
、
分
米
地
の
こ
割
に

　
も
満
た
な
い
。
ま
た
、
売
却
・
寄
進
先
は
西
夏
御
影
堂
が
多
く
、
鎮
守
八
幡
宮
に

　
応
報
・
害
進
ざ
れ
た
田
贔
は
僅
か
で
あ
る
。

　
　
一
方
、
上
島
氏
著
書
で
は
、
分
米
地
は
東
寿
が
年
貢
・
公
事
を
一
括
収
取
し
た

　
「
職
の
分
化
」
の
な
い
土
地
で
あ
っ
た
が
、
公
文
が
収
取
の
費
任
を
負
っ
て
い
た

　
た
め
に
、
公
文
分
と
し
て
武
家
に
よ
る
「
押
領
し
を
う
け
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て

　
分
米
と
は
公
事
地
で
は
本
橋
＋
公
案
相
当
分
、
無
下
白
地
で
は
本
幕
＋
公
事
相
当

　
の
増
徴
分
で
、
武
家
の
増
徴
意
図
を
反
映
し
機
械
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

　
名
請
人
は
基
本
的
に
は
直
接
耕
作
者
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
須
磨
氏
は
、
上
島
氏
著

　
書
の
書
評
と
い
う
性
格
上
算
用
帳
分
析
を
主
に
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
分
米

　
地
は
主
に
公
文
給
を
中
心
と
す
る
㎝
巴
瓦
か
ら
成
り
、
公
文
分
没
収
前
か
ら
本
役

　
と
名
主
得
分
編
当
分
（
公
文
得
分
〉
を
負
担
し
た
土
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
以
上
の
諸
見
解
に
対
す
る
私
見
は
本
文
に
示
す
。

③
上
島
氏
前
掲
魯
四
八
三
頁
参
照
。

④
　
公
文
分
の
形
成
過
程
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
拙
稿
参
照
。

⑤
　
威
徳
の
数
字
は
、
計
算
上
一
石
八
斗
二
升
穴
合
と
な
る
べ
き
だ
が
、
本
文
の
よ

　
う
に
考
え
て
差
支
え
な
い
と
思
う
。
欝
欝
を
給
分
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
鶴
は

　
新
任
衛
門
方
の
み
で
あ
る
。
新
左
衛
門
方
は
寒
川
宗
光
で
あ
る
。
宗
光
は
寒
川
家

　
光
の
一
族
で
武
家
被
官
で
も
あ
り
、
上
久
世
庄
で
は
家
光
の
代
官
的
役
割
を
果
す

　
一
方
、
庄
内
有
力
露
量
の
…
人
と
し
て
家
光
と
は
対
立
す
る
動
き
も
見
せ
る
。
算

　
用
帳
に
よ
れ
ば
庄
内
で
第
二
の
土
地
保
有
を
し
て
お
ウ
、
公
文
分
没
収
後
の
家
光

　
の
拠
駈
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

⑥
　
上
久
世
庄
売
券
頚
に
児
ら
れ
る
加
地
子
量
に
つ
い
て
は
、
上
島
氏
前
掲
繋
第
五

　
章
参
照
。

⑦
　
こ
こ
で
の
名
主
職
は
、
旧
名
体
制
下
の
そ
れ
で
は
な
く
、
黒
地
一
片
毎
に
分
割

　
さ
れ
た
得
分
取
得
等
の
諸
権
利
及
び
本
年
貢
・
公
事
納
入
等
の
義
務
を
指
す
。

⑧
　
こ
の
点
で
、
保
有
次
元
か
ら
見
た
算
用
帳
記
載
の
庄
地
の
構
造
に
つ
い
て
は
、

　
前
掲
註
②
の
永
原
・
宮
川
・
安
良
城
氏
の
見
解
に
近
い
。
三
二
の
見
解
は
公
文
分

　
没
収
と
い
う
背
景
を
等
閉
視
さ
れ
て
は
い
る
が
、
当
該
期
当
該
地
域
の
一
般
的
な

　
「
職
の
分
化
」
状
況
や
土
地
保
有
構
造
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し
て
十
分
生
か
さ
れ

　
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑨
弥
次
郎
方
分
本
役
地
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

⑩
長
泉
院
（
一
〇
筆
・
）
・
安
養
寺
（
六
三
）
・
連
動
寺
（
二
筆
）
で
あ
る
。
．
長
寒
院

　
は
一
五
世
紀
初
期
か
ら
上
久
世
庄
に
名
主
職
を
得
て
い
る
。
梅
谷
繁
樹
幾
「
京
都

　
の
初
期
時
衆
ω
1
黙
屋
派
の
こ
と
な
ど
…
」
（
「
藤
沢
市
史
研
究
」
一
〇
）
に
よ
れ

　
ば
長
泉
院
は
七
条
金
光
寺
の
塔
頭
で
あ
る
。

⑪
　
家
光
手
作
分
は
二
筆
一
反
大
で
あ
る
。
手
作
と
い
っ
て
も
家
光
が
名
請
人
の
下

　
の
耕
作
者
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
（
名
詰
人
は
弥
太
郎
）
、
他
の
分
付
主
と
同
様

　
に
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

⑫
　
名
請
人
は
莱
方
分
と
口
分
と
い
う
区
別
が
あ
り
、
雑
作
は
闇
黒
・
和
田
等
の
姓

　
を
持
つ
侍
衆
で
あ
る
。
な
お
上
島
氏
前
掲
書
第
九
章
第
二
節
参
照
。
侍
衆
の
分
付

　
主
が
一
例
（
分
付
主
は
庄
外
者
）
を
除
い
て
全
て
寺
庵
で
あ
る
点
は
注
匿
さ
れ
る
。
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傳
衆
と
奪
庵
と
の
分
付
関
係
は
、
単
な
る
経
済
的
側
面
だ
け
で
は
解
釈
し
き
れ
ず
、

　
政
治
的
・
宗
教
的
側
面
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑬
　
　
『
激
王
護
国
寺
文
書
』
二
二
五
閥
　
永
正
元
年
一
二
月
二
六
日
。
以
下
同
文
書

　
を
教
王
と
略
記
す
る
。

⑭
東
百
を
一
四
上

⑯
　
三
史
料
を
比
較
し
た
名
諮
人
・
面
積
・
合
役
の
一
覧
表
は
、
上
島
氏
前
掲
書
第

　
四
九
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
あ

⑯
　
六
反
分
本
役
か
ら
長
泉
院
分
二
反
本
役
を
引
く
と
表
の
如
く
一
石
五
細
入
升
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
あ

　
合
で
あ
る
が
、
算
用
帳
の
四
反
分
本
役
は
一
石
六
斗
七
升
二
合
で
あ
る
。
こ
の
点

　
若
干
疑
念
が
残
る
が
、
誤
記
あ
る
い
は
計
算
違
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑰
　
は
じ
め
に
諮
②
論
文
著
書
四
五
七
頁
。

⑱
　
公
文
は
一
五
世
紀
に
は
加
地
子
名
主
の
代
行
と
し
て
作
人
の
決
定
や
本
年
貢
・

　
加
地
子
等
の
徴
納
事
務
を
行
っ
て
い
た
（
東
醤
ユ
六
六
～
六
八
　
上
久
世
庄
公
文

　
真
板
慶
貞
預
分
下
地
得
分
注
進
状
　
永
享
六
年
一
二
月
一
一
日
）
。

⑲
加
地
子
田
が
両
地
の
ど
ち
ら
に
記
載
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
加
地
子
納
入
の

　
経
路
の
い
か
ん
と
共
に
、
加
地
子
取
得
を
誰
が
保
証
す
る
か
と
い
う
問
題
が
含
ま

　
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
展
開
す
る
準
備
が
な
い
。

第
二
章
　
算
用
帳
に
み
ら
れ
る
収
取

第
一
節
　
分
米
地
一
武
蒙
支
配
地
の
収
取

戦国期における荘園村落と収取（田中）

　
本
節
で
は
、
武
家
給
人
の
収
取
が
、
公
文
分
没
収
前
の
東
寺
の
収
取
や
公
文
の
名
主
得
分
取
得
状
況
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
あ
る
い
は
改
変

し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
、
分
米
地
に
お
け
る
収
取
を
分
析
す
る
。

　
ま
ず
、
分
米
地
収
取
の
実
際
を
、
以
前
に
示
し
た
（
七
～
九
頁
）
彦
衛
門
分
と
浄
写
与
三
郎
分
の
例
で
見
よ
う
。

　
彦
衛
門
分
は
八
反
と
二
反
の
二
筆
か
ら
成
っ
て
お
り
、
八
反
の
分
米
が
八
石
八
斗
（
反
当
一
石
一
斗
）
二
反
の
分
米
が
二
石
三
斗
（
反
当
一

石
一
斗
五
升
）
の
計
一
一
石
一
斗
が
基
本
的
な
分
米
負
担
で
あ
る
。
八
反
に
公
事
（
「
く
し
」
）
五
が
懸
る
の
で
、
分
米
合
計
か
ら
公
事
米
三
石

五
斗
（
公
事
一
に
つ
き
巻
斗
）
と
藁
一
斗
五
升
（
公
事
一
に
つ
き
三
升
）
が
引
か
れ
る
。
そ
し
て
公
文
方
へ
五
石
五
升
七
合
が
納
入
さ
れ
た
。

半
済
分
累
石
五
斗
（
反
当
二
斗
五
升
）
は
公
文
方
納
か
ら
で
は
な
く
、
分
米
合
計
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、
分
米
合
計
（
1
1

・
1
石
）
か
ら
公
事
米
（
3
・
5
石
）
藁
（
0
・
1
5
石
）
半
済
（
2
・
5
石
）
を
引
い
た
量
が
、
彦
衛
門
が
こ
こ
で
公
文
方
へ
納
入
す
べ
き
量

（
4
・
9
5
石
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
川
石
五
升
七
合
が
納
入
さ
れ
、
一
斗
七
合
の
首
上
が
で
た
。
過
上
分
を
他
の
枡
で
計
量
す
る
と
延
が
一
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升
五
合
嵐
て
他
の
升
で
は
一
斗
二
升
二
合
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
が
分
米
に
関
す
る
算
用
で
あ
る
。
公
事
田
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
他
に
公
事
本

卦
一
石
七
斗
五
升
（
公
事
一
に
つ
き
三
斗
五
升
）
が
賦
課
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
一
石
八
斗
九
升
三
合
が
公
文
方
へ
納
入
さ
れ
た
の
で
、
一
斗

四
升
三
舎
の
過
上
と
な
る
。
こ
の
公
事
本
二
分
の
過
上
と
先
の
分
米
分
の
過
上
（
他
の
枡
で
｛
斗
二
升
二
合
）
を
合
計
し
た
の
が
、
彦
衛
品
分

分
米
地
全
体
で
の
過
上
二
斗
六
升
五
合
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
「
本
所
ノ
升
」
で
計
量
と
識
記
し
て
あ
る
。
よ
っ
て
、
公
事
本
役
は
「
本
所
ノ

升
」
計
量
で
あ
り
、
分
米
分
で
見
た
他
の
枡
と
い
う
の
は
「
本
所
ノ
逆
罰
で
あ
り
、
分
米
計
量
枡
と
「
本
所
ノ
升
」
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
浄
祐
与
三
郎
の
分
米
地
は
、
五
反
小
（
反
当
分
米
一
石
五
升
六
合
）
大
（
反
当
一
石
一
斗
）
二
反
（
反
当
一
石
一
斗
）
二
反
（
反
当
一
石
五
升
）

の
墨
筆
で
あ
り
、
公
事
は
五
反
小
に
五
つ
懸
っ
て
い
る
。
分
米
合
計
は
一
〇
石
六
斗
六
升
八
合
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
公
事
五
つ
分
の
公
事
米
三

石
五
斗
、
藁
一
斗
五
升
と
一
町
分
の
半
済
忍
石
五
斗
が
引
か
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
公
文
方
へ
納
入
す
べ
き
量
は
四
石
五
斗
一
升
八
合
で
あ
る

が
、
三
石
四
斗
四
升
し
か
公
文
方
へ
納
入
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
石
七
升
八
合
の
未
進
と
な
る
。
こ
こ
ま
で
が
分
米
に
関
す
る
算
用
で
あ
り
、

彦
衛
門
分
と
同
様
に
分
米
計
量
枡
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
る
。
一
方
、
公
事
本
心
一
石
帯
下
五
升
に
対
し
て
は
膏
石
八
升
八
合
が
公
文
方
へ
納

め
ら
れ
、
三
斗
三
升
八
合
の
挙
上
と
な
っ
た
。
こ
の
部
分
は
「
本
所
ノ
升
」
計
量
で
あ
る
が
、
　
「
公
文
方
上
巳
ツ
≧
メ
」
る
と
塗
上
は
二
斗
九

升
一
合
と
な
る
。
こ
れ
を
先
の
分
米
分
未
進
一
石
七
升
八
合
に
加
え
る
と
、
浄
祢
与
三
郎
裾
分
米
地
全
体
で
は
七
斗
八
升
七
合
の
未
進
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
っ
て
、
分
米
計
量
枡
は
、
　
「
公
文
方
量
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
未
進
七
斗
八
升
七
合
は
後
に
弁
済
さ
れ
た
の
か
「
納
」
と
あ
る
。

　
こ
こ
に
引
用
し
た
二
人
の
分
米
地
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
他
に
僅
か
な
が
ら
分
米
部
分
で
神
楽
米
・
松
煙
・
流
田
光
の
引
物
が
あ
る
名
請
人

も
い
る
。

　
以
上
か
ら
、
分
米
地
の
収
取
方
式
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
反
当
一
石
一
斗
前
後
の
分
米
を
基
本
的
負
担
と
し
、
こ
こ
か
ら
公
事
の
有
無
に
関

係
な
く
反
別
二
斗
五
升
の
半
済
が
引
か
れ
る
。
公
事
記
田
で
は
こ
の
他
に
、
公
事
一
に
つ
き
公
事
三
七
斗
、
藁
三
升
が
分
米
合
計
か
ら
引
か
れ
、

公
事
本
役
と
し
て
三
斗
五
升
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
分
米
関
係
部
分
の
計
量
は
「
公
文
世
評
」
で
行
わ
れ
、
公
事
本
役
部
分
は
「
ホ
所
ノ
升
」

で
行
わ
れ
て
い
る
。
納
入
先
は
い
ず
れ
も
公
文
方
で
あ
る
。
図
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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戦国期における荘園村落と収取（田中）

　　分米地の賦課（単位は石）

　ドほ　　　　へ　　コ　　　　の　　コ

　｝分米合計　　　　　1
妻卜半済（α25・反数）｝

）

つ
武
家
給
人
の
支
配
の
性
格
を
見
る
た
め
忙
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
A
　
分
　
米
　
斗
　
代

　
分
米
が
東
寺
本
年
貢
と
比
較
し
て
高
斗
代
で
あ
る
の
は
、
本
年
貢
と
名
主
得
分
を
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
で
な
お
、
一
石
一

斗
代
が
武
家
権
力
に
よ
っ
て
機
械
的
に
設
定
さ
れ
た
と
い
う
説
は
成
立
し
う
る
。
そ
こ
で
、
没
収
前
に
比
較
し
て
の
一
石
一
斗
代
の
増
徴
の
度

合
、
算
用
帳
に
お
け
る
一
石
一
斗
代
の
量
的
比
重
、
一
石
一
斗
代
地
の
特
徴
等
の
点
か
ら
、
武
家
権
力
に
よ
る
斗
代
設
定
説
の
当
否
に
迫
り
、

分
米
斗
代
の
性
格
を
検
討
し
た
い
。

　
第
一
に
、
一
石
一
斗
代
は
公
文
分
没
収
以
前
の
本
分
と
名
主
得
分
の
合
計
に
比
較
し
て
高
斗
代
で
あ
ろ
う
か
。
一
四
・
一
五
世
紀
の
売
券
類

に
よ
っ
て
本
膳
と
名
主
得
分
の
合
計
を
見
れ
ば
、
蓑
三
の
如
く
、
枡
の
違
い
を
考
慮
し
て
も
多
く
は
一
石
か
ら
一
石
二
斗
程
度
で
あ
り
、
一
石

一
斗
代
は
以
前
に
比
し
て
増
徴
さ
れ
て
い
る
と
一
般
的
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
の
問
題
は
、
鋒
用
寸
分
米
地
で
の
｛
石
一
斗
代
の
蚤
的
比
重
で
あ
る
。
表
四
は
分
米
地
一
筆
毎
に
反
当
斗
代
を
算
田
し
、
そ
の
斗
代
毎

に
筆
数
と
合
計
面
積
を
出
し
だ
も
の
で
あ
る
。
一
石
一
斗
代
地
は
合
計
八
二
筆
（
全
体
の
五
〇
・
七
％
）
一
二
町
二
反
（
同
三
八
・
八
％
）
に
及
囁

　
次
に
負
担
の
内
容
と
武
家
給
人
支
配
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
概
に
、
算
用
帳
の
収
取
に
つ

い
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
ら
れ
た
上
島
氏
は
、
分
米
地
で
は
武
家
の
手
に
よ
っ
て
増
徴
策
が
断
行
さ
れ
、

門
古
い
庄
園
領
主
の
収
奪
体
系
」
に
対
す
る
「
新
し
い
武
家
の
取
奪
体
系
」
が
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
　
「
新
し
い
武
家
の
収
奪
体
系
」
の
中
心
は
、
か
つ
て
の
東
寺
本
年
貢
に
異
な
る
高

い
分
米
で
あ
り
、
公
事
田
で
は
本
役
・
公
事
が
一
括
さ
れ
て
分
米
と
な
り
、
無
公
事
田
で
は
公
国
相
当

分
が
増
徴
さ
れ
、
公
事
田
・
無
公
事
書
影
に
「
少
数
の
例
外
」
を
除
い
て
分
米
は
反
別
一
石
一
斗
に
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

械
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
等
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
島
氏
の
見
解
は
、
武
家
支
配
の
性
格
や
荘

園
舗
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
以
下
本
稿
で
は
氏
の
見
解
を
検
討
し
つ

　
　
　
A
分
米
豊
代
、
B
枡
、
C
公
事
の
三
点
か
ら
分
析
を
進
め
た
い
。

17　（795）



表3　15世紀の本役と名主得分合計量

年月　艮 陣積 1山内劃 反当負担 1枡 幽・樵［ 出　　典

石
永和2．11．20 1反小 本＋名 0．9435 上久世八合 有 な16～22

〃 大 ク 1，275 ク 無 〃

ク 1　　反 〃 1．15 〃 有 〃

〃 1　　反 〃 1．08 〃 〃 〃

明徳2．12．6 3　　反 〃 1．2 無 r東寺』を42

〃 2反大 〃 1，099 〃 〃

ク 1　反 〃 1，174 〃 〃

正長2．4．18 1　　反 〃 1．1 納　　　升 有 よ1～4上
永享6．12．11 3　　反 〃 0．8 ク コー66～68

1反小 〃 0．9 〃 〃

大 〃 1．0 i〃 〃

文安5．12．15 2　　反
（
奪 0，324

O．9

〃 カ29～40

文安6．1．12 1反30歩
（
奪 0，323

O．5538 九合目夕

有 エ46～50

宝徳2．2．27 1　反 （本 0，324 有 よ1～4上
名 0．7 枡

康正元，12．27 1　　反
（
奮 0．4

O．7（0．889） 枡

有 よ1～4上

覧正4．12．15 6　　反
（
奮 G．37

O．6（0．7233） 枡

有 ヰ28～38

○本表は本役と名主得分が共にわかるもののみをあげた。

○負担内訳の本は本役，名は名主得分である。

○本＋名とあるのは同一の枡で計量され一括して出てくるもの，本と名と分けたものは枡が

　異るか，i司一と判断しえないものである。

O枡欄の諸枡は上久世庄斗と異なるものである。（）内は上久世庄斗計量。

○公事有の中には，夫役・公事銭以下を負担するものから仏事銭10文のみのものまである。

○出典は『東寺』以外は東首である。

　
表
四
に
見
る
よ
う
に
、
分
米
地
の
殆
ど
は

九
三
代
か
ら
一
石
二
三
代
の
範
囲
に
収
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
斗
代
の
多
様
さ
、
不
整
序

は
、
こ
れ
ら
が
権
力
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
設

定
さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
公
文
分
没
収

前
か
ら
の
負
担
の
不
均
等
、
公
文
と
名
請
人

と
の
個
別
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
第
三
に
、
一
石
一
斗
代
地
を
中
心
に
、
斗

斗
以
外
の
斗
代
地
は
分
米
地
の
半
数
を
占
め
、

「
少
数
の
例
外
」
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

数
量
的
に
見
る
と
一
石
一
斗
代
地
は
一
応
の

基
準
性
を
も
つ
が
、
こ
れ
だ
け
で
こ
の
肥
代

が
権
力
に
よ
っ
て
機
械
的
に
設
定
さ
れ
た
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ぶ
。
こ
れ
は
、
二
番
目
に
多
い
一
石
代
地
が
、

丁
数
で
一
八
・
○
％
面
積
で
＝
二
・
六
％
で

あ
る
の
に
比
較
す
る
時
、
い
か
に
大
き
い
も

の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
一
石
一
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戦麟期における荘園村落と収取（田中）

代
別
の
田
地
の
特
徴
を
兇
よ
う
。
筆
数
の
多
い
上
位
四
つ
の
斗
代
の
一
筆
平
均
面
積
を
示
し
た
の
が
表
五
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
筆
数
の

多
い
一
石
一
斗
、
一
石
等
の
斗
代
地
は
一
般
に
小
規
模
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
名
請
人
に
注
目
す
る
と
、
侍
衆
の
保
有
地
は
里
数
で
全

体
の
四
一
・
四
％
を
占
め
る
が
、
一
石
一
斗
代
地
で
は
三
一
・
七
％
で
あ
り
、
一
石
一
斗
代
地
に
比
較
的
少
い
と
い
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
分

米
地
に
は
寺
庵
保
有
地
が
二
筆
し
か
な
い
か
ら
、
百
姓
保
有
地
に
は
一
石
一
斗
代
地
が
多
い
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
一
石
一
斗
代
地
は
小

規
模
田
が
多
く
、
百
姓
保
有
地
に
多
い
と
い
う
大
雑
把
な
傾
向
を
掴
む
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
こ
の
傾
向
は
、
一
石
一
斗
代
地
に
特
有
な

も
の
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
一
石
一
斗
代
地
の
特
徴
は
、
権
力
に
よ
る
一
石
一
斗
代
の
機
械
的
設
定
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
か
。
む

し
ろ
、
斗
代
の
多
様
性
と
同
様
に
、
公
文
分
没
収
前
の
状
況
の
中
か
ら
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
没
収
前
の
公
文
保
有
地
は
、
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

府
に
よ
る
安
堵
の
対
象
と
し
て
相
伝
さ
れ
て
き
た
公
文
給
的
部
分
に
加
え
、
一
五
世
紀
後
半
の
農
民
層
分
解
の
中
で
吸
収
さ
れ
た
部
分
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
。
前
者
に
は
有
力
皆
野
が
特
権
的
に
請
負
っ
て
い
た
田
地
が
含
ま
れ
て
お
り
、
押
型
の
名
請
地
は
こ
ち
ら
の
部
分
に
比
較
的
多
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
後
者
は
、
本
年
貢
未
進
の
肩
替
り
を
契
機
と
す
る
没
落
農
民
か
ら
の
楽
な
い
し
田
地
そ
の
も
の
の
買
得
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、

後
半
に
は
一
般
に
小
規
模
田
が
多
く
、
斗
代
も
買
得
の
諸
事
情
に
よ
っ
て
一
石
一
斗
代
に
整
え
ら
れ
る
可
能
性
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
石
一
斗
代
の
小
規
模
田
は
百
姓
の
保
有
地
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
一
石
一
斗
代
地
の
特

表4　分米地の算出斗代

斗代1筆数1面積合計

　　反　歩

　2．ooe

　1．000

　1．240

　2．120

　0．240

　8．120

　5．000

42．240

21．120

　　2．000

19．120

　　3．000

22．240

11．240

　　5．12e

11．000

　3．000

　4．eoo

　　3240

　　7．000

工22．000

　　3．120

　　2．120

　　5．000

　　2．000

　　2．000

314ユ20

1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
6
　
3
29

Q
1
2
1
2
8
1
5
王
2
1
3
8
2
1
1
3

2
　
　
1

石
鹸
謬
㈱
α
9
欝
温
温
欝
濃
艶
鵬
蟻
駕
据合剤・621

＊落田加地子のみ

表5　筆工の多い斗代地
　　　の一筆平均面積

斗出i築数i一筆平均面積

反　歩
1．175

1ユ69

1．165

1．135

1．338

　石
1．1

1．0

1．05

0．9

筆
82

29

　8

　6

体全
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徴
を
見
る
眼
り
、
斗
代
の
機
械
的
設
定
を
示
唆
す
る
よ
う
な
画
一
性
な
い
し
法
則
性
は
見
ら
れ
な
い
。

　
以
上
、
斗
代
の
検
討
に
よ
っ
て
、
分
米
地
の
斗
代
は
権
力
の
増
徴
意
図
に
よ
り
従
来
の
席
代
を
大
業
に
変
更
し
機
械
的
に
一
石
一
斗
に
設
定

さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
従
来
の
下
役
＋
名
主
得
分
の
量
を
ほ
ぼ
継
承
し
た
不
均
等
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
の
中
で
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
一
石
一
斗
代
は
、
本
役
＋
名
主
得
分
の
一
般
的
な
量
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
寒
川
馬
の
側
で
、
公
文
分
没
収
以
前
か
ら
一
石
一
斗

に
斗
代
を
整
え
よ
う
と
し
た
可
能
性
は
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
公
文
分
没
収
は
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
想
像
し
う
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
権

力
の
増
徴
意
図
に
基
く
機
械
的
な
揚
代
設
定
と
は
別
物
で
あ
り
、
先
の
結
論
の
枠
内
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

　
武
家
給
人
と
そ
の
背
後
の
細
川
政
権
は
、
被
官
で
あ
る
公
文
の
關
所
に
あ
た
り
、
公
文
の
名
主
得
分
の
み
な
ら
ず
、
本
来
徴
収
権
を
持
た
な

い
荘
園
領
主
の
本
金
分
ま
で
を
分
米
と
し
て
一
括
徴
収
す
る
こ
と
は
な
し
え
た
が
、
分
米
に
つ
い
て
は
斗
代
か
ら
見
る
限
り
そ
れ
以
上
の
大
幅

な
収
奪
改
草
を
加
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
B
　
枡

　
年
貢
収
取
の
た
め
の
枡
は
、
領
主
権
の
象
徴
で
あ
り
、
斗
代
と
共
に
収
取
を
め
ぐ
る
領
主
農
民
関
係
の
焦
点
を
な
し
、
た
や
す
く
改
変
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
も
の
で
も
、
一
般
農
民
が
軽
々
に
所
持
で
き
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
分
米
地
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
公
文
方
升
」
と
「
本
所

ノ
升
」
・
の
二
つ
の
枡
と
武
家
給
人
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
給
人
支
配
の
内
容
を
窺
い
た
い
。

　
最
初
に
、
上
久
世
庄
で
永
正
以
前
に
使
用
さ
れ
た
枡
と
、
算
用
帳
の
二
つ
の
枡
と
の
つ
な
が
り
か
ら
検
討
し
て
行
こ
う
。
永
正
四
年
以
前
に

上
久
世
庄
で
使
用
さ
れ
た
枡
を
、
管
見
の
範
露
の
売
券
類
か
ら
抜
出
し
た
の
が
表
六
で
あ
る
。
本
年
貢
計
量
枡
は
「
寺
家
升
」
　
「
東
寺
納
升
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

等
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
年
貢
収
取
用
の
東
寺
の
上
久
世
庄
斗
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
朝
後
期
か
ら
は
名
主
得
分
を
計
噂
す
る

枡
が
見
え
て
お
り
、
換
算
率
の
わ
か
る
限
り
で
は
い
ず
れ
も
本
年
貢
計
量
枡
よ
り
容
量
が
大
き
い
。

　
で
は
、
表
六
の
諸
枡
と
算
用
帳
分
米
地
の
二
つ
の
枡
と
は
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
本
所
ノ
升
」
（
以
下

本
所
枡
と
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
本
所
と
は
分
米
地
支
配
者
で
あ
る
給
人
で
は
な
く
東
寺
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
所
枡
と
は
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戦顯期における荘園村落と収取（田中）

表6　永正4年以前の上久倣庄の枡

1名　称 1計卑下 時勢馴下行棚剥 使用年月日 1出典
斗 斗

上久世庄斗 本　　年　　貢 1．00 1．16

下久世庄斗 〃 1．4 1，624

1 寺　　家　　升 本　　年　　貢 応安3．11．25 り1～13
2 上久世八合升 年貢　（本＋名） 永箱2．1120 な16～22
3 〃 〃 〃 〃

4 〃 〃 〃 〃

5 〃 〃 〃 〃

6 惣　庄本升 名　主　得　分 応永31 り1～13
7 納　　　　升 年貢　（本＋名） 正長2．4．18 よ1～4上

8 東寺納升 本　　年　　貢 ク 〃

9 九合五爵升 名　主　得　分 文安6．1．12 エ46～50
10 升 本年貢・名主得分 宝徳2．2．27 よ1～4上

11 納升〔頓馬庵升〕 〔名　主得分〕 （1．G51） 1．22 享徳3．6．1 エ38～45
12 升 〃 1．27 （1。473） 康正元。1227 よ1～4よ：

131 升 〃 （1．2069） 1．4 寛正4ユ2．15 ヰ28～38

○（本＋名）は本年貢＋名主得分　〔〕はヲ33～34東寺法会集草案による。　（）は算出

したもの。

○辞典は全て東寺百合文講。

07．エ0．12の史料は連券で桝はpa一一である。

東
寺
の
上
久
世
許
諾
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
　
「
公
文
方
寸
」

（
以
下
公
文
方
枡
と
す
る
）
は
永
正
四
年
以
前
に
使
用
さ
れ
た
例
は
管

見
に
と
ま
ら
な
い
。
公
文
方
枡
と
本
所
枡
の
容
積
比
は
一
対
○
・
八
八

～
○
・
八
六
で
、
公
文
方
枡
一
斗
は
本
所
枡
一
斗
一
升
三
合
六
夕
か
ら

一
斗
一
升
六
合
二
夕
で
あ
り
、
公
文
方
枡
は
表
六
の
名
主
得
分
計
量
枡

と
同
様
、
庄
斗
匹
本
所
枡
よ
り
大
き
い
。
し
か
し
そ
の
容
積
比
は
、
換

算
率
の
判
明
し
て
い
る
ど
の
名
主
得
分
計
量
枡
と
も
異
っ
て
い
る
。

　
で
は
、
公
文
方
枡
は
、
誰
に
よ
っ
て
、
何
を
計
燈
す
る
た
め
に
作
成

さ
れ
た
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
枡
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
結
論
的
に
い
え
ば
、
公
文
方
枡
は
公
文
分
に
お
け
る
名
主
得
分
計
量

枡
と
し
て
発
生
し
、
公
文
分
没
収
前
か
ら
上
役
・
名
主
得
分
を
一
括
計

量
す
る
枡
と
し
て
、
公
文
と
農
民
（
町
回
帳
で
は
分
米
地
名
請
人
と
な

る
）
と
の
間
で
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
没
収
後
武
家

に
よ
っ
て
使
用
が
強
制
さ
れ
た
三
枡
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
次

の
理
由
に
よ
る
。

　
第
一
に
、
公
文
三
枡
が
権
力
に
よ
り
使
用
強
制
さ
れ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
領
域
的
な
枡
の
統
一
・
増
徴
が
目
的
と
考
え
ら
れ
る
が
、
細
川
政

権
は
各
給
人
支
配
の
内
容
に
ま
で
及
ぶ
政
策
を
持
た
ず
、
給
人
は
農
民

の
強
い
反
対
を
お
し
て
増
徴
を
目
的
と
す
る
新
枡
強
制
を
な
し
え
た
と
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は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
給
人
が
新
製
を
強
糊
し
た
と
す
れ
ば
、
没
収
後
の
新
た
な
賦
課
形
態
で
あ
る
公
事
本
役
の
み
が
本
所
枡
計
量
で
あ

る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
公
文
方
枡
は
没
収
を
機
に
権
力
に
よ
っ
て
使
用
強
舗
さ
れ
た
新
枡
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
公
文
方
枡
は
、
そ
の
名
の
示
す
通
り
公
文
分
が
使
用
範
囲
で
あ
り
、
公
文
分
は
公
文
が
名
主
職
を
持
つ
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
公
文
方
枡
は
表

六
の
名
主
得
分
計
量
枡
と
同
様
に
本
所
枡
よ
り
容
量
が
大
き
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
同
枡
は
名
主
得
分
計
量
枡
と
し
て
発
生
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
公
文
方
枡
が
公
文
分
で
一
般
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
平
信
は
、
公
文
の
諸
職
集
積
が
活
発
に
な
る
一
五
世
紀
後
半
と
推
測
さ
れ
る
。

公
文
方
枡
は
永
正
四
年
以
前
の
史
料
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
、
公
文
方
枡
が
私
枡
で
あ
り
、
公
文
方
便
が
記
さ
れ
る
筈
の
公
文
の
諸

職
集
積
を
示
す
史
料
は
、
荘
園
領
主
側
の
東
寺
関
係
文
書
に
は
残
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
農
民
と
公
文
・
棄
寺
間
の
納
入
形
態
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
公
文
分
の
農
民
は
本
窯
と
名
主
得
分
を
負
志
し
て
い
た
が
、
倉
役
は
農
民

か
ら
東
寺
へ
直
納
さ
れ
る
よ
り
、
名
主
得
分
と
共
に
公
文
へ
納
め
ら
れ
、
公
文
が
東
寺
へ
納
め
る
形
態
が
多
か
っ
た
と
考
え
る
。
公
文
分
没
収

当
初
、
寒
川
家
光
は
細
川
政
権
の
公
文
知
行
分
押
置
命
令
に
よ
っ
て
百
姓
が
公
文
得
分
の
み
な
ら
ず
東
寺
本
立
を
も
抑
留
し
た
と
東
寺
に
報
告

　
　
　
⑩

し
て
い
る
。
こ
の
事
態
は
公
文
得
分
と
立
役
と
が
別
途
納
入
だ
っ
た
ら
起
こ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
公
文
分
で
は
一
般
に
没
収
前
か
ら
農
民

が
本
実
・
公
文
の
名
主
得
分
を
一
括
し
て
公
文
に
納
入
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
公
文
方
枡
で
一
括
計
量
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

本
曇
と
名
主
得
分
の
公
文
方
枡
一
括
計
最
は
、
公
文
と
個
々
の
農
民
閾
で
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
枡
の
改
変
も
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。

　
以
上
よ
り
、
公
文
方
枡
は
没
収
以
前
に
名
主
得
分
計
量
枡
と
し
て
公
文
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
農
民
と
公
文
の
聞
で
本
志
と
名
主
得
分
を
一

括
計
量
す
る
枡
と
し
て
一
般
化
し
て
い
た
と
考
え
る
。
勿
論
一
部
に
は
農
罠
か
ら
の
本
役
の
直
納
と
い
う
形
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
没
収
を
契
機

と
し
て
、
公
文
方
枡
に
よ
る
本
役
・
名
主
得
分
の
一
括
計
量
と
い
う
形
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
統
一
は
、
給
人
の
意
図
と
い
う
よ
り
、

徴
収
者
寒
州
家
光
の
意
図
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
没
収
と
い
う
事
態
が
、
権
力
自
体
は
改
変
の
意
図
を
持
た
な
い
場
合
で
も
、
寒
州
欝
欝
等

の
当
事
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
以
前
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
纂
態
を
一
挙
に
推
進
め
、
舗
度
化
す
る
契
機
と
し
て
利
用
し
え
た
こ
と
は
十
分
考
慮
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す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
分
米
地
で
使
用
さ
れ
た
二
つ
の
枡
の
う
ち
で
は
、
分
米
計
量
と
い
う
点
で
公
文
方
枡
が
主
要
な
枡
で
あ
る
。
今
ま
で
考
察
し
て
き
た
枡
は
、

箪
用
帳
の
性
格
か
ら
農
民
（
分
米
地
名
請
人
）
と
寒
川
家
光
の
聞
の
使
用
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
給
入
と
寒
川
家
光
の
問
で
は
別
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
に
家
光
が
給
人
に
対
し
て
公
文
方
本
役
を
公
文
方
枡
五
〇
石
で
請
切
ろ
う
と
望
ん

　
　
⑪

で
お
り
、
給
人
と
家
光
の
聞
で
も
公
文
方
枡
が
収
納
の
中
心
的
な
枡
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
公
文
分
没
収
を
契
機
に
、
公
文
方
枡
の
位
置
は
、
私
的
な
名
主
得
分
計
量
升
か
ら
、
公
的
な
年
貢
収
取
升
へ
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。　

C
　
公
　
　
　
事

　
分
米
地
公
事
の
賦
課
形
態
と
内
容
と
を
、
従
来
の
東
寺
賦
課
の
公
事
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
て
行
く
。

　
ま
ず
、
公
文
分
没
収
前
の
東
寺
の
公
事
賦
課
か
ら
概
観
し
よ
う
。
東
寺
の
公
事
賦
課
は
、
公
文
名
・
下
司
名
の
庄
官
名
等
を
除
い
た
八
名
の

百
姓
名
を
申
心
に
名
別
に
な
さ
れ
て
い
た
が
、
一
四
世
紀
中
頃
に
は
名
の
解
体
に
よ
っ
て
公
事
は
耕
地
に
固
定
さ
れ
、
旧
百
姓
名
内
の
田
地
で

も
公
事
田
と
無
公
事
田
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。
佃
等
の
特
殊
田
を
除
い
て
公
事
賦
課
の
平
均
的
内
容
は
、
一
反
に
付
人
夫
役
年
八
日
、
草
銭
・

仏
事
銭
・
茄
子
銭
・
職
事
銭
を
合
わ
せ
た
公
事
銭
一
一
一
文
、
藁
八
束
・
柴
等
で
あ
る
。
こ
の
内
接
と
茄
子
銭
・
仏
事
銭
は
百
姓
名
で
は
公
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
有
無
と
は
関
り
な
く
、
反
別
一
堂
賦
課
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
上
久
世
庄
全
体
で
見
る
と
、
元
来
無
公
事
田
と
公
事
田
が
あ
り
、
公
事
田

内
部
で
も
公
事
の
か
か
り
方
に
差
が
あ
り
、
公
事
負
担
は
田
地
に
よ
っ
て
種
々
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
五
世
紀
に
至
る
と
、
公
事
特
に
夫
役

の
未
進
が
多
く
見
ら
れ
、
捨
公
事
田
が
増
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
事
態
に
対
し
、
東
寺
は
夫
役
未
進
分
を
夫
米
で
徴
収
し
よ
う
と
し

た
が
・
庄
民
の
反
対
で
必
ず
し
も
う
ま
一
行
・
て
は
い
な
晦
・

　
東
寺
へ
の
公
事
米
納
は
夫
役
・
藁
柴
の
未
進
分
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
直
接
負
担
者
と
名
主
職
所
有
者
の
間
で
は
公
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

米
換
算
が
行
わ
れ
る
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
細
川
政
元
が
行
っ
た
半
済
は
、
公
事
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
上
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久
世
庄
で
は
米
に
換
鐸
さ
れ
た
公
事
米
半
済
と
し
て
東
寺
本
年
貢
の
内
よ
り
引
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
毎
・
こ
の
よ
う
に
支
配
者
国
喪
民
側
双
方
で
公
蕩
米
聲
が
行
わ
れ
・
表
七
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
な
換
算
値
が
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

f
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
算
用
帳
分
米
地
の
公
事
賦
課
を
見
よ
う
。
分
米
地
の
公
事
賦
課

ゑ換
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
公
事
一
に
つ
い
て
一
律
に
公
事
米
七
斗
・
藁
三
升
が
、
形
と
し
て
は
分
米
合
計
か

米
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
差
引
か
れ
（
以
上
公
文
副
署
）
公
事
本
役
三
斗
五
升
（
本
所
枡
）
が
徴
収
さ
れ
て
い

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
こ
れ
ら
は
東
寺
の
公
事
賦
課
と
は
全
く
異
り
、
公
文
分
没
収
後
の
武
家
給
人
に
よ

公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
新
し
い
賦
課
形
態
で
あ
る
。
で
は
公
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
米
地
公
事
は
総
数
一
〇
五
、
公
事
田
は
五
七
筆
一
五
町
三
反
六
〇
歩
で
あ
る
。
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宴
の
分
布
を
見
る
と
、
名
請
人
別
で
も
な
く
、
名
請
人
の
保
有
地
の
多
少
に
も
比
例
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
、
特
に
法
則
性
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
一
反
に
公
事
五
と
い
う
よ
う
な
極
端
な
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
公
磐
田
も
見
ら
れ
、
公
事
の
分
布
は
不
均
質
で
あ
る
。
公
事
が
、
公
文
分
没
収
以
後

に
武
家
給
人
に
よ
っ
て
全
く
早
耳
に
賦
課
さ
れ
た
も
の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
均
質
な
公
事
賦
課
は
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
分
米
地
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

事
分
布
の
片
寄
り
は
、
没
収
以
前
に
既
に
形
成
さ
れ
て
い
た
公
文
分
で
の
公
事
分
布
の
片
寄
り
を
引
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
分
米
地
公
事
数
一
〇
五
は
、
難
役
地
公
事
数
三
五
・
五
（
内
一
は
畠
公
事
）
に
比
較
す
る
と
口
置
の
面
積
差
を
考
慮
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

明
ら
か
に
多
い
。
分
米
地
で
は
、
給
人
及
び
家
光
に
よ
る
捨
公
事
田
の
興
行
睦
再
賦
課
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
以
上
よ
り
考
え
て
、
分
米
地
公
事
は
、
公
事
数
・
書
画
の
分
布
に
つ
い
て
は
東
寺
の
公
事
賦
課
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
公
事
賦
課
そ
の
も
の

は
給
人
の
新
型
で
は
な
か
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
公
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
形
を
替
え
て
で
は
あ
れ
、
東
寺
の
公
事
が
分
米
地
公
事
の
中

に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
差
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

公　副 米換算 望月刺 出　　　典

石
夫役（年8日） 0．24 永和2．11．20 束百な16～22

0．36 応永14．12，18 r東寺』を85
0．24（地下） 〃　16，10．23 東　百　ワ
0．45（東寺） 〃　　　〃 〃

藁　　（8束） 0．0398 永和2．11．20 東百な16～22

0．05 〃 〃

0．0416 永享6．12．11 束百ユ66～68

0．03 長享2．2 東百む21～27

公事銭（111文） 0，115 永和2．11．20 東菖な16～22

三代銭111文
m　　8　束

｝・38 応永19．12，7 r東寺』を103

公；事銭111文藁　　8　束

ﾄ　12　荷

｝・38
天正13．8．17 東菖む40～43
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戦国期における荘園村落と収取（田申）

　
と
こ
ろ
で
、
分
米
地
公
事
の
大
き
な
特
徴
は
公
事
米
・
藁
が
分
米
か
ら
差
引
か
れ
る
点
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
分
米
は
本
綴
＋
名
主
得
分
で
あ
る
か
ら
、
公
事
は
分
米
中
に
含
ま
れ
な
い
。
従
っ
て
、
公
事
米
・
藁
は
現
物
納
の
代
償
と
し
て
分

米
か
ら
差
引
か
れ
た
、
す
な
わ
ち
名
請
人
の
負
担
か
ら
除
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
れ
ば
、
公
器
米
・
藁
蕎
は
算
用
帳
の
記

載
対
象
と
な
る
寒
川
家
光
徴
収
分
か
ら
の
除
外
と
考
え
る
外
は
な
い
。
同
様
に
記
載
さ
れ
分
米
か
ら
引
か
れ
る
半
済
引
は
、
名
請
入
の
負
担
そ

の
も
の
の
控
除
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
半
済
給
人
の
徴
収
部
分
と
し
て
寒
川
家
光
の
徴
収
分
か
ら
の
控
除
を
意
味
す
る
こ
と
が
想
起
さ

れ
る
。
分
米
か
ら
の
公
事
米
・
罫
引
は
、
支
配
老
と
名
請
人
の
間
の
事
態
で
は
な
く
、
支
配
者
内
部
で
の
得
分
配
分
関
係
を
意
味
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
公
事
米
・
藁
の
一
部
が
公
事
本
役
と
し
て
再
徴
収
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
藁
三
升
は
菓
寺
の
藁
八
束
の
賦
課
の
米
換
算
で
あ
り
、
数
盤
的
に
も
従
来
の
換
算
値
と
一
致
す
る
。
落
幕
米
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
公

事
本
志
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
か
ら
元
来
は
荘
園
領
主
賦
課
の
公
夢
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
本
所
枡
計
量
で
あ
る
こ
と
も
、

そ
れ
が
荘
園
領
主
の
賦
課
で
あ
り
、
没
収
以
前
に
本
所
枡
で
計
算
さ
れ
た
前
例
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
東
寺
の
公
事
が
公
文
分
没
収

を
契
機
と
し
て
本
所
枡
計
量
の
公
事
本
役
と
い
う
一
律
の
新
し
い
形
態
で
賦
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
東
寺
の

公
事
の
中
心
を
な
す
の
は
公
事
銭
と
夫
役
で
あ
り
、
公
事
本
役
に
は
こ
の
二
つ
の
公
事
の
一
方
ま
た
は
両
方
が
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
量
的
に
見
る
と
、
米
に
換
算
し
た
昏
昏
銭
も
夫
役
も
単
独
で
、
公
事
本
五
三
斗
五
升
に
相
当
し
う
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
明
確

に
は
な
ら
な
い
。

　
分
米
地
の
公
事
に
つ
い
て
は
、
算
用
帳
の
範
囲
で
は
不
明
な
点
が
多
い
。
た
だ
、
東
寺
の
公
事
を
一
部
で
継
承
吸
収
し
な
が
ら
も
、
公
事
米

・
藁
・
公
事
承
役
と
い
う
全
く
新
し
い
形
態
を
と
り
、
公
事
一
に
つ
い
て
は
一
律
な
賦
課
と
な
っ
て
お
り
、
給
人
に
よ
る
公
事
収
取
の
再
編
成

が
な
さ
れ
て
い
た
点
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
各
の
公
事
の
内
容
や
給
人
の
公
事
再
編
の
め
ざ
し
た
方
向
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
給
人
の
米
・

銭
・
夫
役
等
へ
の
需
要
と
、
農
民
側
で
の
納
入
形
態
の
要
求
・
寒
川
氏
の
徴
収
範
囲
及
び
三
者
の
力
関
係
を
考
慮
し
て
解
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
公
事
の
問
題
は
、
こ
の
地
域
の
米
・
亀
山
の
流
通
全
体
の
中
で
、
細
川
政
権
と
そ
の
給
人
の
拘
え
た
事
案
人
夫
補
給
の
問
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⑲

題
、
農
民
の
流
通
へ
の
関
与
の
問
題
と
も
関
係
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
外
に
、
全
耕
地
に
半
済
が
か
け
ら
れ
、
反
別
二
斗
五
升
が
分
米
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
半
済
分
の
徴
収
は
寒
川
家
光
の
権
限
外

で
あ
り
算
用
帳
の
記
載
範
囲
に
は
入
ら
な
い
。
こ
の
半
済
は
、
永
正
元
年
か
ら
の
香
西
元
長
の
半
済
を
継
承
し
た
細
川
織
元
の
半
済
と
考
え
ら

　
⑳

れ
る
。
本
革
地
で
は
文
字
通
り
本
役
の
半
分
で
本
役
の
多
少
に
従
い
半
済
分
も
区
々
な
の
に
対
し
、
分
米
地
で
は
一
律
に
反
別
二
斗
五
升
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
公
文
分
支
配
と
半
済
と
の
間
の
交
渉
を
物
語
り
、
細
川
政
権
の
知
行
制
内
部
で
の
二
者
の
関
連
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
三
点
に
わ
た
っ
て
分
米
地
収
取
の
分
析
を
行
っ
た
。
分
米
地
賦
課
の
特
色
は
、
従
来
の
東
寺
の
賦
課
に
名
主
得
分
が
加
わ
っ
た
負
担
の

内
容
や
収
納
の
慣
行
と
、
公
文
分
没
収
後
新
し
く
固
定
さ
れ
て
く
る
負
担
の
形
式
と
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
今
ま

で
検
討
し
た
通
り
、
辛
勝
・
枡
・
公
事
の
そ
れ
ぞ
れ
に
深
く
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
武
家
給
人
の
収
取
は
、
分
米
部
分
で
は
本
役
・
名
主
得
分
の

一
括
収
取
を
実
現
し
て
い
た
が
、
増
徴
意
図
に
基
く
殊
更
な
権
力
的
改
変
は
見
ら
れ
ず
、
没
収
以
前
か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
た
事
態
を
推
進
め
一

律
化
・
翻
度
化
し
た
と
い
う
性
格
が
強
く
、
公
事
部
分
で
は
権
力
的
な
再
編
成
が
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
算
用
帳
の
分
析
の
み
に
よ
っ
て
は

不
明
な
点
も
多
く
、
武
家
に
よ
る
「
新
し
い
収
奪
体
制
」
の
全
面
的
な
展
開
と
い
う
評
価
は
下
せ
な
か
っ
た
。

　
①
　
追
記
と
考
え
ら
れ
る
「
納
」
認
載
は
、
分
米
地
で
は
浄
祐
与
三
郎
の
例
以
外
に
　
　
　
　
　
　
実
際
に
公
事
↑
・
公
事
銭
・
央
役
・
藁
）
を
負
担
す
る
代
償
と
し
て
分
米
か
ら

　
　
三
例
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
引
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
夫
役
は
公
事
本
役
三
斗
五
升
と
し
て
再
微
収

　
②
前
掲
書
第
九
章
。
上
島
氏
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
お
よ
そ
次
の

　
　
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
升

　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也

　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

一
　
分
米
は
「
一
類
の
例
外
一
を
除
い
て
反
別
一
石
一
斗
で
あ
り
、
こ
れ
は
公
文

　
分
給
人
昏
々
伯
部
氏
が
増
徴
の
意
図
を
も
っ
て
機
械
的
に
設
定
し
た
も
の
で
あ

　
る
。

②
　
分
米
一
石
一
斗
の
中
に
は
、
公
霧
地
で
は
か
っ
て
の
東
寺
分
本
望
・
公
事
が

　
一
括
さ
れ
、
無
公
事
地
で
は
本
丁
と
公
事
梢
当
の
増
徴
分
が
一
括
さ
れ
て
い
る
。

鋤
　
公
事
地
で
は
、
分
米
一
石
一
斗
の
う
ち
、
公
事
米
七
斗
藁
三
升
を
差
引
い
た

　
三
斗
七
升
が
木
役
と
し
て
措
定
さ
れ
る
。
公
購
米
・
藁
の
控
除
は
、
名
請
人
が

三塾主公寿‘ナ也 ／
歳
役

三
業

分 升

（米

納 一

三
叢

至
斗

腫
夫
役
米

升
黍
米

／
三

七
斗

　公M
要
物
翻
納
　
当

註
升

）　分

藁

．鮎

26 （804）



戦国期における荘園村落と収取（田中）

　
　
さ
れ
る
。
従
っ
て
一
石
一
斗
の
内
、
本
役
と
公
事
本
役
計
七
斗
二
升
が
米
納
さ

　
　
れ
、
残
り
の
三
斗
八
升
は
別
途
現
物
徴
収
さ
れ
る
公
事
銭
・
藁
の
代
償
と
し
て

　
　
控
除
さ
れ
る
。
以
上
を
図
示
す
る
と
右
の
如
く
で
あ
る
。

　
㈲
半
済
は
一
律
に
反
別
二
斗
五
升
で
あ
り
、
　
「
年
貢
米
と
公
事
相
当
分
を
加
え

　
　
た
分
米
に
対
す
る
」
　
（
前
掲
書
四
六
六
頁
）
半
済
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
城
守
護

　
　
代
香
西
元
長
の
半
済
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
上
島
氏
の
見
解
は
以
下
本
文
中
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
本
稿
で
既
に
述

　
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
切
に
つ
い
て
は
分
米
膣
本
役
÷
名
主
得
分
で
あ
り
、
㈹
に
つ

　
い
て
は
二
種
類
の
枡
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
氏
の
見
解
に
は
納
得
で
き
な
い
。

③
　
こ
こ
で
検
討
す
る
斗
代
は
、
一
筆
毎
に
田
中
が
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
米

　
地
の
一
筆
は
三
町
に
も
及
ぶ
も
の
を
簗
頭
に
、
一
反
以
上
が
一
般
的
に
見
ら
れ
、

　
現
実
の
耕
地
規
模
を
示
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
筆
の
中
に

　
は
現
実
の
耕
地
数
片
あ
る
い
は
数
十
片
が
入
っ
て
お
り
、
分
米
何
石
何
斗
と
い
う

　
の
は
耕
地
片
の
分
米
合
計
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
筆
の
中
の
耕
地
片
の

　
斗
代
が
同
一
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
一
方
、
な
ぜ
複
数
の
耕
地
が
一
筆
に
ま
と

　
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
は
、
斗
代
が
同
　
の
場
合
、
伝
来
事
清
を
共
有
す
る

　
場
合
、
寒
川
氏
の
耕
地
把
握
の
度
合
等
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、

　
算
用
帳
以
外
に
史
料
を
持
た
な
い
以
上
、
虚
構
で
あ
る
可
能
性
を
十
分
考
慮
し
な

　
が
ら
、
算
出
田
代
を
一
つ
の
素
材
と
し
て
取
上
げ
て
見
た
い
と
思
う
。

④
　
算
出
さ
れ
た
喰
代
が
必
ず
し
も
実
態
を
示
す
と
い
え
な
い
点
は
前
掲
註
③
で
述

　
べ
た
。
た
だ
、
一
石
一
斗
代
が
権
力
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
な
ら
、
斗
代
設

　
定
の
際
に
権
力
は
耕
地
を
も
把
握
し
た
筈
で
あ
り
、
算
用
帳
の
一
筆
に
数
片
の
異

　
な
る
斗
代
を
も
つ
耕
地
が
一
括
さ
れ
る
と
い
う
婁
態
は
、
か
え
っ
て
想
定
で
き
な

　
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
算
用
帳
で
も
一
筆
一
反
以
下
の
場
合
は
、
当
該
地
が
条
里
制
施
行

　
地
域
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
現
実
の
耕
地
規
模
を
よ
り
反
映
し
、
従
っ
て
現

　
実
の
譜
代
に
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
表
は
一
筆
一
反
以
下
の
斗
代
を
調
べ

た
も
の
で
あ
る
。

分米地1筆1反以下の斗代

面積含計

　反　歩
1．000

0．24e

2ユ20

1．ooe

工2．000

（17．7）

1．000

4．240

1ユ20

4e．24e
（60．0）

1．000

2．000

67．240
（100）

数筆代引

　　　筆

　　　1

　　　1

　　　4

　　　1

　　15
（19．0）

　　　1

　　　5

　　　2

　　46
（58．2）

　　　1

　　　2

野
鴨
q
9
螂
玲
m
聯
珊
u
恥
爲
計　（、ll＞1糊

（）内は全体に占める割合
　　　　　　　　　　（ero）

　
　
表
に
よ
れ
ば
、
本
文
の
分
析
よ
り
も
一
石
一
斗
代
が
多
い
が
、
全
体
の
傾
向
は

　
本
文
と
岡
様
で
あ
る
。

⑤
　
上
島
氏
前
掲
書
第
七
章
第
三
節
参
照
。

⑥
　
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
公
文
遊
佐
氏
の
没
落
後
、
東
寺
は
公
文
自
作
分
五
町

　
を
、
有
力
侍
衆
五
人
に
請
作
さ
せ
て
い
る
（
『
東
寺
』
る
五
九
　
鎮
守
引
付
享
徳

　
三
年
九
月
二
一
～
二
五
日
条
）
。

⑦
土
地
の
厚
薄
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
欝
欝
の
数
字
に
よ
っ
て
も
、

　
本
文
の
如
く
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

⑧
宝
月
圭
吾
氏
『
中
世
牽
制
史
の
研
究
』
（
一
九
六
一
年
）
、
山
陰
加
春
夫
氏
「
室

　
町
初
期
の
高
野
枡
」
　
（
「
目
上
史
研
究
」
一
八
三
　
一
九
七
七
年
）
参
照
。

⑨
　
宝
月
磯
は
荘
園
に
お
い
て
領
主
へ
の
年
貢
を
一
円
的
に
計
量
す
る
枡
を
「
庄
斗
」

　
と
さ
れ
た
（
前
掲
註
⑧
著
書
）
。

⑩
東
百
京
三
八
～
鼠
録
外
寒
川
家
光
書
状
文
亀
元
年
一
〇
月
｝
○
日
。

⑪
　
東
百
ノ
一
八
～
三
三
　
波
々
伯
部
盛
重
書
状
　
永
正
七
年
九
月
二
四
日
。

⑫
上
島
氏
前
掲
書
第
四
章
第
五
二
節
参
照
。

⑬
東
百
な
＝
～
一
五
上
久
世
庄
公
文
代
年
寄
衆
長
濤
人
夫
請
文
寛
正
二
年

　
＝
一
月
五
日
、
東
百
ソ
一
七
～
二
九
上
久
世
庄
公
文
代
寒
川
光
康
霞
状
文
明
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一
四
年
六
月
二
七
日
等
。

⑭
　
東
百
ユ
六
六
～
六
八
　
上
久
世
庄
公
文
真
板
慶
貞
預
笹
下
地
得
分
注
進
状
　
永

　
享
山
加
年
一
一
嘗
月
一
　
一
日
他
。

⑮
教
王
二
一
九
九
山
城
魍
久
世
上
・
下
荘
年
貢
米
井
公
事
銭
轡
周
状
明
応
九

　
年
九
月
二
七
日
。

⑯
　
は
払
彦
次
郎
分
。

⑰
上
久
世
庄
公
事
銭
未
進
三
飯
に
は
、
公
文
の
未
進
が
見
ら
れ
、
公
文
分
没
収
前

　
に
公
文
分
保
有
地
が
公
事
国
を
含
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑬
　
ま
た
、
諸
職
売
買
の
過
程
で
、
売
却
田
の
公
寮
負
担
を
売
主
の
手
元
に
留
め
る

　
と
い
う
園
地
等
に
よ
る
公
事
負
担
の
片
寄
り
が
形
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
公
文
分

　
の
没
落
農
民
か
ら
吸
収
し
た
部
分
に
は
過
重
公
寮
田
が
比
較
的
多
か
っ
た
の
で
は

　
な
い
か
と
考
え
る
。

⑲
　
一
つ
に
は
米
売
り
の
問
題
が
あ
る
。
上
久
世
庄
で
は
庄
民
が
米
を
売
る
の
を
止

　
め
る
た
め
、
公
文
が
庄
の
出
口
に
晃
張
り
を
置
こ
う
と
東
寺
に
提
案
し
て
い
る
し

　
（
東
百
ね
　
鎮
守
引
付
　
長
享
元
年
九
月
二
〇
日
向
）
、
久
世
百
姓
の
久
我
の
斎
藤

　
某
が
所
司
代
傍
輩
に
米
を
売
っ
て
い
る
（
『
図
書
寮
影
戯
晴
冨
宿
禰
記
』
文
明
一

　
〇
年
一
一
月
二
四
日
条
）
。
侍
衆
は
別
と
し
て
、
一
般
百
姓
の
米
売
り
は
、
剰
余
の

　
自
由
な
処
分
と
い
う
よ
り
は
、
借
銭
利
子
等
銭
貨
の
要
求
に
よ
っ
て
売
ら
ざ
る
を

　
得
な
い
側
面
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
売
米
が
年
貢
や

　
名
主
得
分
と
な
る
べ
き
都
分
か
ら
出
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

　
か
。

⑳
前
掲
拙
稿
で
は
暦
西
元
長
の
半
済
と
し
た
が
誤
り
で
、
本
文
の
如
く
訂
正
す
る
。

　
な
お
上
島
前
掲
霞
四
四
三
頁
。

28　（806）．

第
二
節
本
役
地
i
東
寺
支
配
地
の
収
取

　
最
初
に
、
先
に
引
用
し
た
（
八
頁
）
彦
衛
門
分
の
収
取
を
見
よ
う
。
彦
衛
門
分
身
役
地
は
一
筆
一
反
小
で
あ
る
。
本
役
は
四
斗
六
升
五
合
（
反

当
約
三
斗
四
升
九
合
）
で
、
こ
こ
に
井
料
四
斗
四
升
（
反
当
三
斗
三
升
）
が
加
わ
っ
た
九
斗
五
升
が
負
担
総
量
で
あ
る
。
こ
の
内
か
ら
本
葺
の

半
分
の
二
斗
三
升
二
合
が
半
済
分
と
し
て
別
途
徴
収
さ
れ
、
定
残
六
野
七
升
三
合
が
算
用
帳
で
の
収
取
対
象
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
）

＝
一
一
日
に
二
升
、
八
月
二
≧
日
（
二
二
日
力
）
に
二
升
九
合
、
合
計
四
升
九
合
が
東
寺
へ
納
め
ら
れ
、
　
「
三
二
」
と
あ
る
如
く
請
取
二
枚
目
出

さ
れ
た
。
従
っ
て
未
進
は
六
白
二
升
四
合
で
あ
る
が
、
　
「
猶
残
二
号
三
升
三
合
」
と
あ
る
の
で
、
後
に
三
斗
九
升
一
合
が
納
入
さ
れ
た
と
推
測

で
き
る
。
新
学
与
三
郎
の
場
合
も
同
様
に
、
本
役
か
ら
そ
の
半
分
が
半
済
に
引
か
れ
、
井
料
が
加
わ
っ
た
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
井
料
に
つ
い

て
は
、
二
人
の
例
の
如
く
本
役
に
加
え
た
負
担
と
な
る
場
合
の
外
に
、
井
料
引
替
と
し
て
本
葉
か
ら
引
か
れ
て
い
る
場
合
、
井
料
記
載
の
な
い

場
合
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
公
事
付
田
も
あ
る
が
、
分
米
地
と
異
な
り
本
夕
の
算
用
に
は
影
響
し
て
い
な
い
。
本
役
地
公
事
は
公
文
分
没
収
以
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前
と
同
様
、
公
事
銭
・
夫
役
・
藁
等
の
形
で
徴
収
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
流
田
・
雄
壮
等
の
引
物
も
僅
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。

　
以
上
、
適
役
地
の
収
取
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
本
役
地
で
は
反
当
三
斗
か
ら
八
斗
程
度
の
本
役
が
基
本
的
負
担
と
な
り
、
そ
こ

か
ら
本
丸
の
半
分
の
半
済
が
引
か
れ
る
。
こ
こ
に
井
料
が
加
わ
り
、
あ
る
い
は
井
料
引
替
が
差
引
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
公
事
に
関
す
る
算
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
算
用
帳
の
記
載
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
負
担
の
納
入
先
は
東
寺
で
あ
り
、
納
入
分
に
つ
い
て
は
日
付
と
請
取
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
節
で
は
、
A
井
料
・
B
収
納
の
実
態
の
二
点
か
ら
、
公
文
分
没
収
後
の
東
寺
の
収
取
を
見
、
村
落
各
層
の
諸
関
係
の
一
端
を
窺
い

た
い
。
な
お
、
公
文
分
没
収
と
い
う
の
は
細
川
政
権
側
か
ら
見
た
語
で
あ
る
の
で
、
以
下
東
寺
分
の
分
析
に
あ
た
っ
て
は
庄
地
半
減
と
い
う
語

を
使
用
す
る
。

　
A
　
井
　
　
　
料

　
相
役
地
に
お
け
る
東
寺
の
収
取
方
式
は
、
本
役
・
公
事
の
点
で
は
庄
地
半
減
以
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
重
役
に
加
え
て
負
担
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
る
井
料
は
、
以
前
の
算
用
状
類
に
は
見
ら
れ
な
い
。
上
島
疵
は
井
料
は
本
役
と
共
に
東
寺
へ
納
め
ら
れ
た
と
さ
れ
た
が
、
井
料
は
東
寺
の
賦

課
物
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
そ
れ
は
、
都
窪
半
減
と
関
連
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
井
料
徴
収
主
体
の
問
題
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

灌
概
の
た
め
の
労
働
編
成
と
も
関
わ
り
、
勧
農
を
め
ぐ
る
領
主
農
民
関
係
を
大
き
く
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
算
用
帳
本
圃
地
の
井
料
の
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
井
料
を
め
ぐ
る
東
寺
と
農
民
と
の
関
係
を
庄
地
半
減
以
前
か
ら
概
観
し
考
え
て
見
た
い
。

　
上
久
世
庄
を
始
め
と
す
る
西
岡
地
域
で
は
、
農
業
用
水
を
桂
川
か
ら
の
引
水
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
の
水
路
の
維
持
や
用
水
の
分
配
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

西
岡
＝
郷
の
結
合
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
上
久
世
庄
で
は
用
水
の
管
理
維
持
は
、
基
本
的
に
庄
民
の
手
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
の
費
用
で
あ
る
非
料
は
、
本
来
名
主
役
で
あ
っ
た
が
、
　
一
五
世
紀
初
頃
か
ら
、
本
井
料
三
石
三
斗
・
牛
車
井
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

蛍
石
の
東
寺
下
行
の
定
井
料
の
他
に
、
庄
民
の
粘
り
強
い
要
求
に
よ
っ
て
臨
時
の
井
料
下
行
が
連
年
化
し
て
く
る
。
他
庄
と
の
協
力
を
不
可
欠

と
す
る
よ
う
な
洪
水
・
早
越
等
を
原
因
と
す
る
大
規
模
な
灌
概
整
備
に
お
い
て
は
勿
論
で
あ
る
が
、
平
常
年
に
お
い
て
も
、
庄
民
の
年
魚
下
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

要
求
は
秋
の
年
貢
減
免
闘
争
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
庄
家
の
一
揆
と
し
て
発
展
し
た
。
た
だ
し
、
東
寺
の
井
料
下
行
は
そ
の
年
の
年
貢
か
ら
控

29 （807）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

除
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
た
た
め
、
当
座
の
井
料
負
担
は
地
下
側
で
行
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
こ
の
よ
う
に
上
久
世
庄
に
は
、
東
寺
の
下
行
す
る
井
料
と
、
名
主
役
と
表
現
さ
れ
る
地
下
側
が
負
担
す
る
井
料
と
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0

老
を
史
料
上
の
表
現
に
従
っ
て
庄
之
井
料
と
呼
ぶ
。
後
者
は
、
庄
外
名
主
に
懸
け
る
井
料
や
、
日
常
的
に
竹
木
・
労
働
力
を
醸
出
す
る
地
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

井
料
糾
い
ろ
い
ろ
な
形
を
取
り
、
公
文
や
沙
汰
人
が
中
心
と
な
っ
て
配
分
・
徴
収
等
を
行
う
地
下
側
主
体
の
井
料
で
あ
っ
た
。
東
寺
の
井
料
下

行
と
い
う
も
、
秋
に
年
貢
か
ら
差
引
か
れ
る
の
で
あ
り
、
現
物
の
米
銭
の
下
行
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
い
ず
れ
の
井
料
に
せ
よ
現
実
の
井
料
米

銭
の
出
納
は
地
下
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
水
利
灌
概
管
理
が
地
下
側
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
一
五
世
紀
の
井
料
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
算
用
帳
本
葺
地
の
井
料
の
検
討
に
移
ろ
う
。
無
役
地
の
井
料
は
本
丁
に
加
え

て
徴
収
さ
れ
、
あ
る
い
は
井
料
引
替
と
し
て
本
役
か
ら
差
引
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
夕
と
絡
み
合
っ
た
井
料
は
、
一
見
東
寺
の
課
役
の
よ

う
に
見
え
る
。
井
料
が
東
寺
の
課
役
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
熱
地
半
減
後
の
新
香
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
車
地
半
減
後
も
東
寺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

井
料
下
行
は
従
来
通
り
行
わ
れ
て
お
り
、
下
行
と
賦
課
と
が
併
行
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
臨
地
半
減
後
に
東
寺
が
新
た
に
井
料
を
賦
課
し
た

と
い
う
史
料
も
見
ら
れ
ず
、
算
用
状
類
に
も
東
寺
の
井
料
賦
課
を
裏
付
け
る
記
載
が
な
い
。
そ
も
そ
も
、
葉
寺
の
井
料
賦
課
は
従
来
の
地
下
の

慣
行
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
。
庄
地
半
減
と
い
う
非
常
事
態
の
中
で
、
新
た
に
井
料
を
賦
課
す
べ
き
動
機
も
、
そ
れ
を
な
し
う
る
だ
け
の
力
量

も
東
寺
に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
と
こ
ろ
で
、
現
実
に
井
料
は
東
寺
へ
納
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
役
地
の
寺
納
分
を
見
る
と
、
本
役
す
ら
そ
の
殆
ど
は
未
進
で
あ
り
、
下

役
と
井
料
に
相
当
す
る
ま
た
は
本
曇
よ
り
多
く
が
寺
納
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
算
用
帳
で
見
る
限
り
、
井
料
と
い
う
名
目
の
米

が
寺
納
さ
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。

　
井
料
は
、
納
入
先
の
如
何
は
別
と
し
て
、
本
紀
と
共
に
寒
川
氏
の
徴
収
対
象
と
し
て
箕
用
帳
に
記
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
鋒
用
帳
は
、

元
来
東
寺
へ
の
提
出
は
想
定
さ
れ
ず
寒
川
氏
の
私
帳
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
東
寺
の
井
料
賦
課
が
庄
之
井
料
慣

行
と
一
致
せ
ず
、
井
料
寺
納
の
確
実
な
証
左
も
な
い
以
上
、
本
役
地
井
料
は
、
東
寺
の
課
役
と
し
て
寺
納
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
従
来
の
地



下
の
庄
之
井
料
を
寒
川
属
が
徴
収
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
も
う
少
し
詳
し
く
見
よ
う
。
藩
主
与
三
郎
分
で
は
（
九
頁
参
照
）
、
本
立
・
井
料
を
含
め
た
未
進
は
一
石
五
斗
四
合
で
あ
っ
た
が
、
一
石
三
合

　
へ
　
　
つ
　
　
へ

が
公
文
方
へ
納
め
ら
れ
「
趣
意
残
量
斗
一
合
」
と
な
っ
た
。
こ
の
公
文
方
納
の
一
石
三
合
は
東
寺
へ
納
入
さ
れ
る
本
役
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
一

石
三
斗
三
升
の
井
料
の
一
部
と
し
て
公
文
方
－
寒
川
磯
へ
納
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
治
部
分
本
役
地
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
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大

　
　
本
役
三
斗
六
升

二
斗
二
升
井
新
　
A
口
五
斗
八
升
内

　
　
訊
斗
八
升
詳
・
・
引
・

ダ
四
斗
未
進

　
　
定
残
一
斗
八
升

治
部
の
本
役
・
井
料
の
未
進
は
四
斗
で
あ
る
が
定
残
一
斗
八
升
と
あ
り
、
こ
の
間
に
二
十
二
升
が
納
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
納
入
の
記

載
は
な
い
。
二
斗
二
升
は
井
料
分
と
一
致
す
る
。
こ
の
二
斗
二
升
は
、
納
入
量
、
月
日
、
請
取
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
本
役
寺
納
と
は
異
な
り
、

寒
川
氏
に
納
め
ら
れ
た
庄
之
井
料
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
個
々
の
事
例
か
ら
見
て
も
、
本
役
地
井
料
は
寒
川
家
光
徴
収
分
の
庄
之

井
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
で
は
、
井
料
引
替
が
本
役
か
ら
引
か
れ
て
い
る
点
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
、
東
寺
の
下
行
井
料
は
年
貢
か
ら
差
引
か
れ
る

こ
と
を
述
べ
た
が
、
井
料
引
替
と
は
こ
の
東
寺
下
行
に
よ
る
控
除
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
東
寺
の
井
料
下
行
は
、
定
井
料
を
除
き
、
文
亀
年
閾

（
蓋
〇
一
～
一
五
〇
四
）
に
は
五
～
三
石
・
永
正
δ
年
代
（
茎
三
～
萎
三
）
に
は
七
～
＝
石
で
あ
・
や
永
正
四
重
玉
帳
の
井
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

引
替
分
は
、
定
井
料
を
除
き
ほ
ぼ
上
石
と
な
り
量
的
に
も
妥
当
で
あ
る
。
東
寺
の
下
行
井
料
の
配
分
は
地
下
側
に
任
さ
れ
て
い
た
が
、
地
下
で

は
そ
れ
を
個
々
人
が
庄
之
井
料
以
上
に
引
替
て
い
た
分
に
充
当
し
、
そ
の
分
を
個
々
人
の
本
役
か
ら
差
引
く
と
い
う
形
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ
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　　　　衷8　本役地V・1：料の懸かり方

a，名詰人別井料記載の有無

1侍衆1百姓1士庶1計

人
H
7
6
③
p
⑥

人
0
4
0
　
8

人
7
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　　　2
　　　（；）

（騰雛）1

人
4
3
4
②
4

り
替
共
　
し

　
　
階

あ
引
陽
　
　
な

　
　
悌

料
料
け
　
載

葬
捌
記

15 16 12 43

○井料・井料引替共の（）内は，井料は算用に入れず，

　井料引替のみを算用に入れる者。

b．井料の懸かり方
　（aの井料あり，井料・井料引替共を対象）

1侍　衆1百　姓i 計

8
　
　
9

7
　
　
2

1
　
　
7

保有地全体
保有地の一部

1798

る
。
庄
之
井
料
の
引
替
分
が
本
役
か
ら
引
か
れ
て
い
る
理
由
は
以
上
で
　
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2

　
本
丁
地
井
料
を
以
上
の
如
く
寒
川
氏
が
徴
収
し
た
庄
之
井
料
と
す
れ

ば
、
算
用
帳
は
庄
之
井
料
の
微
収
を
具
体
的
に
示
す
齋
有
な
史
料
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
井
料
の
懸
か
り
方
を
算
用
帳
に
よ
っ
て
見
よ
う
。
井

料
は
名
請
人
に
よ
っ
て
懸
か
り
方
が
異
っ
て
お
り
、
井
料
の
懸
か
る
も

の
、
井
料
引
替
の
あ
る
も
の
、
そ
の
両
方
の
あ
る
も
の
、
井
料
記
載
の

な
い
も
の
の
四
通
り
で
あ
る
。
井
料
負
担
は
一
反
に
三
三
斗
三
升
の
割

　
　
　
　
⑮

合
で
あ
る
が
、
保
有
地
全
部
に
懸
か
る
老
と
一
部
に
し
か
懸
か
ら
な
い

老
と
が
い
る
。
十
八
は
、
侍
衆
、
寺
庵
百
姓
別
に
井
料
の
懸
り
方
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
よ
れ
ば
、
井
料
負
担
は
一
般
百
姓
に
多
く
、

寺
庵
・
下
衆
は
井
料
引
替
か
井
料
記
載
な
し
が
多
い
。
ま
た
、
井
料
負

担
の
場
合
も
、
百
姓
は
保
有
地
全
体
が
井
料
負
担
田
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、
侍
衆
の
場
合
は
保
有
地
の
一
部
が
井
料
負
撞
を
す
る
場

合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
井
料
負
担
の
不
均
等
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
井
料
は
、
仏
神
田
関
係
や
一
部
黄
昏
保
有
地
に
は
懸
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
井
料
負
担
の
な
い
老
は
、
既
に
何
ら
か
の
形
で
井
料
梢
当
分
を
負
担
し
た
場
合
が
多
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
井
料
負
担
分
と
引
替
分
と
が
ほ
ぼ
同
量
と
見
な
さ
れ
た
結
果
、
差
引
ゼ
ロ
と
な
っ
て
井
料
記
載
が
な
い
の
で
は
な
か

　
　
⑰

ろ
う
か
。
井
料
負
担
と
引
替
と
が
両
方
出
て
い
る
者
の
中
に
は
、
井
料
負
担
分
は
算
用
に
入
れ
ず
引
替
分
の
み
を
算
用
に
入
れ
て
い
る
例
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
井
料
負
担
分
＋
引
替
分
に
相
当
す
る
井
料
を
既
に
負
担
し
た
場
合
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
井
料
引
替
や
井
料
記
載

な
し
に
寺
庵
や
侍
衆
が
多
い
の
は
、
財
力
の
あ
る
彼
等
が
必
要
時
に
井
料
を
立
替
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
井
料
負
担
に
百
姓
が
多
い
の
は
、
立
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替
分
井
料
の
配
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
井
料
は
必
要
時
は
侍
衆
・
寺
庵
に
よ
っ
て
立
替
ら
れ
、
秋
収
後
そ
れ
が
全
体
に
配
分
さ
れ
百
姓
達
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
っ
て
井
料
負
担
と
な
る
と
考
え
る
。
井
料
は
一
部
の
有
力
者
の
負
担
で
は
な
く
全
皇
民
の
負
担
で
あ
っ
た
が
、
現
実
の
負
撹
形
態
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

侍
衆
・
寺
庵
と
一
般
百
姓
と
の
力
量
差
は
A
彼
等
の
用
水
管
理
利
用
に
お
け
る
発
言
力
の
差
と
な
っ
て
反
映
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
B
　
納
入
の
実
態

　
ま
ず
、
止
役
が
ど
の
程
度
納
入
さ
れ
た
か
を
、
分
米
地
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
よ
う
。
本
役
馬
納
の
豊
平
の
最
後
は
永
正
四
年
一
一
月
一

二
日
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
時
点
ま
で
の
納
入
量
を
問
題
と
す
る
。
分
米
地
で
は
算
用
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
限
り
で
の
分
米
の
納
入
量
を

取
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
主
役
合
計
は
一
〇
五
石
余
で
、
半
済
・
井
料
引
替
を
引
い
た
納
入
す
べ
き
分
は
五
四
石
墨
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
寺
納
分
は
僅
か
三
石

九
斗
二
升
五
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
塁
地
の
納
入
量
は
一
一
月
半
と
し
て
も
き
わ
め
て
少
い
と
考
え
る
が
、
他
の
年
と
比
較
し
た
ら
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

だ
ろ
う
か
。
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
一
五
二
一
）
の
年
貢
収
納
状
況
は
、
上
島
氏
の
作
成
さ
れ
た
表
に
よ
る
と
、
永
正
六
年
か
ら
一
七
年
ま
で
、

最
高
四
四
石
七
癖
八
升
五
合
、
最
低
一
二
石
五
斗
三
升
二
合
で
あ
り
、
平
均
す
る
と
約
二
三
石
墨
量
質
と
な
る
。
こ
の
数
字
か
ら
見
る
と
、
永

正
四
年
の
約
四
石
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
少
い
。
こ
れ
は
、
納
入
途
中
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
半
済
・
細
川
政
元
政
権
崩
壊
に
よ
る
政
情
不
安

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
以
来
永
正
四
年
に
至
る
間
の
本
役
納
入
量
は
、
庄
地
半
減
の
混
乱
や
永
正
元
年
か
ら
の
半
済
で
、
永
正
四
年
と
さ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ

ど
変
わ
ら
ず
、
永
正
六
年
以
後
の
数
字
を
下
ま
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
永
正
六
年
以
後
は
そ
れ
以
前
と
比
較
す
れ
ば
若
干
の
安
定
的

収
取
が
実
現
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
黒
地
半
減
前
に
比
較
す
る
と
、
年
禺
塁
尚
（
重
役
合
計
）
の
半
減
は
勿
論
、
納
入
蚤
の

年
貢
高
に
対
す
る
割
合
で
も
、
明
応
年
間
（
一
四
九
二
～
一
五
〇
一
）
の
約
半
分
か
ら
永
正
年
間
の
約
四
分
の
一
へ
と
率
の
上
で
減
少
し
て
い
る
の

　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
り
、
公
文
分
没
収
が
東
寺
の
荘
園
支
配
衰
退
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
上
島
氏
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
算
用
帳
本
役
地

の
納
入
状
況
は
、
そ
の
こ
と
を
名
請
人
毎
に
具
体
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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一
方
分
米
地
で
は
、
分
米
合
計
は
三
二
九
石
余
で
半
済
・
公
事
米
・
藁
を
引
い
た
公
文
方
へ
納
入
す
べ
き
分
は
一
七
三
石
で
あ
る
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

対
し
公
文
方
納
は
一
二
二
石
余
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
役
地
と
分
米
地
の
納
入
量
は
際
立
っ
た
差
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
第
一
に
は
本
甲
地
の
東
寺
と
分
米
地
の
給
人
側
の
強
制
力
の
差
で
あ
ろ
う
。
策
寺
の
年
貢
催
促
の
た
め
の
武
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
数
人
の
公
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
後
に
は
武
家
に
加
勢
と
し
て
中
間
を
申
請
う
始
末
で
あ
っ
た
。
第
二
に
徴
収
者
の
寒

川
家
光
の
立
場
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。
分
米
地
は
か
つ
て
の
公
文
保
有
地
で
寒
川
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
分
米
地
で
の
寒
川
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

光
の
地
位
は
給
人
に
よ
っ
て
進
退
さ
れ
て
お
り
、
納
入
促
進
が
自
ら
の
地
位
の
保
全
と
利
益
に
与
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
家
光
は
本
役

地
よ
り
分
米
地
の
収
納
に
尽
力
し
た
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
名
請
人
か
ら
見
れ
ば
、
分
米
納
入
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
り
、
本
山

寺
納
は
滞
る
。
分
米
の
納
入
量
の
大
き
さ
と
鬼
役
の
納
入
量
の
小
さ
さ
は
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
種
々
の
条
件
を
含
み
本
曇
地
と
分
米
地
と
で
納
入
量
に
大
き
な
差
が
出
来
て
い
る
こ
と
は
、
前
節
で
見
た
如
く
、
武
家
の
新
し

い
収
奪
体
綱
、
東
寺
の
古
い
荘
園
制
的
収
奪
体
綱
と
い
う
支
配
収
奪
の
質
的
な
差
に
直
ち
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
両
者
の
支
配
力
の
差
を
端

的
に
示
し
て
い
る
。

　
未
進
の
主
体
を
比
較
し
て
も
、
本
役
地
と
分
米
地
と
で
は
若
干
異
っ
て
い
る
。
侍
衆
の
未
進
は
、
本
役
地
で
は
全
未
進
の
約
半
分
を
占
め
る

の
に
対
し
、
分
米
地
で
は
四
分
野
三
を
占
め
て
い
る
。
侍
衆
の
保
有
地
は
本
役
地
で
は
全
体
の
約
六
割
弱
、
分
米
地
で
は
約
五
割
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
未
進
量
は
開
ら
か
に
片
寄
っ
て
お
り
、
侍
衆
の
未
進
は
本
役
地
よ
り
も
分
米
地
で
多
い
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
侍
衆
と
寒
川
家
光
の
関
係

を
示
唆
し
て
い
る
。
分
米
地
に
請
地
を
持
つ
こ
と
は
、
侍
衆
に
と
っ
て
直
ち
に
寒
川
家
光
へ
の
経
済
的
従
属
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
多

く
の
盛
暑
は
、
そ
の
保
有
・
経
営
の
中
心
を
本
役
地
に
置
き
、
分
米
地
に
お
い
て
も
家
光
か
ら
「
比
較
的
自
立
的
で
あ
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
五
世
紀
か
ら
形
成
さ
れ
、
永
正
一
三
年
（
一
五
工
ハ
）
の
代
官
寒
川
家
光
排
斥
に
至
る
家
光
と
侍
衆
の
政
治
的
経
済
的
競
合
閨
係
も
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

流
と
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
百
姓
は
分
米
地
に
保
有
・
経
営
の
根
拠
を
置
き
、
家
光
の
従
属
下
に
あ
っ
た
老
が
多
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
本
役
地
に
比
較
し
て
分
米
地
に
お
け
る
侍
衆
の
未
進
大
、
百
姓
の
未
進
小
と
い
う
事
態
が
現
出
し
た
と
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考
え
る
。
こ
の
事
態
は
本
役
地
と
分
米
地
の
納
入
量
の
差
か
ら
見
れ
ば
副
次
的
な
問
題
で
あ
る
が
、
寒
川
家
光
と
侍
衆
・
百
姓
の
関
係
を
反
映

し
た
も
の
と
し
て
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
と
こ
ろ
で
、
本
地
衝
撃
は
名
誉
人
毎
に
寺
納
の
日
付
、
量
、
請
取
の
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
塾
し
、
分
米
地
で
は
た
だ
納
入
量
と
納
入
先

が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
役
地
理
納
の
詳
細
な
記
載
と
分
米
地
で
の
簡
略
な
記
載
の
違
い
は
、
寒
川
家
光
の
収
取
へ
の

関
与
の
度
合
の
差
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
算
用
帳
の
世
用
部
分
は
一
々
の
納
入
を
そ
の
都
度
書
止
め
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
名
請
人
毎
に

編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
帳
簿
に
寺
納
の
詳
細
な
記
載
が
必
要
だ
っ
た
の
は
、
家
光
が
個
々
の
上
納
馬
取
に
よ
ら
な
け
れ
ば
本
役

納
入
の
掌
握
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
分
米
地
で
は
家
光
は
直
接
収
納
に
あ
た
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
そ
の
都
度
の

詳
細
な
控
が
あ
り
、
従
っ
て
算
用
帳
で
は
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
簡
略
な
記
載
で
事
足
り
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
永
正
四
年
の
み
の
特
例
か
ど

う
か
は
不
明
だ
が
、
寺
納
の
詳
細
な
記
載
は
、
む
し
ろ
寒
川
家
光
が
こ
の
時
の
本
役
地
収
取
に
関
与
す
る
度
合
が
分
米
地
に
比
べ
て
浅
か
っ
た

こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
名
請
人
の
本
役
寺
納
状
況
に
注
目
す
る
と
西
方
の
寺
納
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
八
十
三
　
　
　
　
　
　
　
十
廿
五
　
　
　
　
　
　
　
十
廿
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
斗
三
升
八
合

　
　
　
一
斗
二
升
二
合
　
　
一
斗
七
升
五
合

　
　
十
廿
五
　
　
　
　
十
廿
五
　
　
　
　
　
十
仕
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
升
二
合

　
　
五
升
一
合
　
　
三
斗
五
升

　
　
　
合
一
石
九
升
八
合
寺
納
請
穴

西
方
の
寺
納
は
八
月
＝
一
興
と
一
〇
月
二
五
日
と
の
二
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
請
取
が
六
枚
出
さ
れ
た
。
　
一
〇
月
二
五
日
に
は
五
回
も
寺
男

が
行
わ
れ
、
そ
の
各
に
対
し
て
請
取
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寺
納
主
体
を
西
方
と
考
え
た
ら
き
わ
め
て
不
自
然
な
現
象
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
西
方
の
保
有
地
を
耕
作
す
る
複
数
の
百
姓
が
（
西
方
も
含
み
う
る
）
、
そ
れ
ぞ
れ
西
方
分
と
し
て
直
接
に
悪
役
を
寺
納
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

請
取
が
出
さ
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
島
氏
は
、
加
地
子
名
主
の
本
禅
寺
納
の
場
合
「
翼
長
帳
の
帳
面
の
上
で
は
、
名
主
職
所
有
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
本
役
を
東
寺
に
納
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
直
接
耕
作
老
か
ら
恩
納
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
、
西

35 （813）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

方
の
本
役
地
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
庄
内
の
農
民
に
対
す
る
小
作
貸
出
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
上
島
氏
の
指
摘
の
通
り
、
需
用

帳
に
あ
ら
わ
れ
な
い
土
地
保
有
を
め
ぐ
る
諸
関
係
は
広
汎
に
存
在
し
、
名
請
人
と
直
接
の
寺
納
主
体
が
異
な
る
揚
合
も
十
分
想
定
で
き
る
。
西

方
の
寺
納
は
、
そ
の
よ
う
な
諸
関
係
の
一
端
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
内
鼠
地
の
納
入
の
実
態
か
ら
、
錨
地
半
減
後
の
東
寺
の
庄
支
配
の
衰
退
が
、
以
前
と
は
勿
論
の
こ
と
、
分
米
地
と
比
較
し
て
も
著
し

い
収
納
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
ま
た
、
寒
川
家
光
と
名
請
人
、
名
請
人
と
耕
作
者
の
関
係
の
一
端
を
寺
納
記
載
の
中
か

ら
汲
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
本
章
で
は
、
分
米
地
に
お
け
る
武
家
給
人
の
収
取
と
、
本
役
地
に
お
け
る
菓
寺
の
収
取
と
を
取
上
げ
、
検
討
し
た
。
武
家
給
人
の
収
取
が
東

寺
の
収
取
を
吸
収
し
、
東
寺
の
収
取
が
公
文
分
没
収
に
よ
っ
て
動
揺
し
た
と
い
う
意
味
で
、
両
者
は
互
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
と
は
別
に
、
あ
る
時
点
で
の
横
断
面
を
示
す
算
用
帳
を
見
る
限
り
で
も
、
特
に
納
入
蚤
の
面
で
両
者
は
深
く
関

連
し
て
い
た
。
算
用
帳
に
は
轟
な
か
っ
た
が
、
損
免
等
に
お
い
て
も
、
両
地
は
密
接
な
集
り
を
持
っ
た
と
考
え
る
。
寒
川
家
光
、
侍
衆
、
百
姓

の
位
置
も
、
保
有
次
元
の
違
い
を
越
え
て
、
心
地
の
間
で
は
微
妙
な
違
い
を
見
せ
、
村
落
に
お
け
る
複
雑
な
諸
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
本
役
地
・

分
米
地
は
そ
れ
ぞ
れ
支
配
単
位
と
し
て
は
完
結
し
て
い
て
も
、
上
久
世
と
い
う
共
通
の
村
落
を
基
盤
と
し
て
両
者
の
支
配
が
展
開
し
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
両
者
の
収
取
は
対
照
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
村
落
を
媒
介
と
し
た
関
係
と
し
て
考
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

①
　
上
農
氏
前
掲
書
第
九
章
第
一
節
。

②
上
島
氏
前
掲
沓
四
六
二
頁
。

③
　
こ
の
観
点
を
論
じ
ら
れ
た
の
が
、
大
山
需
平
氏
「
日
本
中
世
の
労
働
編
成
一
潴

　
概
と
開
W
先
労
働
の
場
合
1
」
（
「
日
本
史
研
究
」
五
六
　
　
一
九
六
一
年
）
で
あ
る
。

　
加
筆
補
訂
さ
れ
て
「
中
世
に
お
け
る
湛
溜
と
開
発
の
労
働
編
成
」
（
『
日
本
中
世
漉

　
村
史
の
研
究
』
所
収
　
一
九
七
八
年
）
。

④
　
宝
月
圭
吾
氏
『
中
世
灘
概
史
の
研
究
』
第
六
章
（
一
九
五
〇
年
）
。

⑥
宝
月
琉
前
掲
註
④
著
書
第
四
章
第
三
節
。
黒
川
直
則
氏
「
京
郊
の
庄
園
」
（
『
京

　
都
の
歴
史
』
3
第
三
章
第
一
節
一
九
六
八
年
）
。
上
島
氏
前
掲
番
第
六
章
第
三
節
。

⑥
　
大
山
氏
は
灌
概
労
働
が
一
般
に
有
償
労
働
で
あ
り
、
井
料
の
中
心
が
人
夫
の
食

　
料
で
あ
る
こ
と
を
、
上
久
世
近
郷
の
上
野
庄
他
の
例
で
明
確
に
さ
れ
た
（
前
掲
書

　
論
文
）
。
上
久
世
で
も
、
　
「
名
主
代
共
井
料
を
引
替
候
」
　
（
『
東
寺
』
を
三
九
四

　
上
久
世
庄
公
文
代
寒
川
家
光
懇
状
　
文
明
一
九
年
四
月
二
三
日
。
な
お
岡
文
書
に

　
つ
い
て
は
宝
月
氏
前
掲
謎
④
書
＝
二
五
・
一
三
六
頁
、
大
山
田
前
掲
書
函
〇
〇
・

　
二
〇
一
頁
参
照
）
と
い
う
事
態
が
「
酒
盗
等
之
事
引
替
」
　
（
東
百
を
一
～
五
　
上

　
久
世
庄
公
文
代
寒
川
家
光
書
状
　
長
享
二
年
四
月
一
六
日
）
と
あ
り
、
井
料
の
中
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心
が
人
夫
に
給
す
る
飯
酒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑦
前
掲
註
⑤
の
諸
論
考
。

⑧
　
黒
川
氏
前
掲
論
文
、
上
島
民
前
掲
霞
第
六
章
第
三
節
参
照
。

⑨
大
山
琉
前
掲
書
留
〇
一
頁
。

⑩
東
菖
よ
一
～
四
上
上
久
世
庄
木
村
彦
太
郎
請
文
康
正
元
年
一
二
月
二
七
日
。

⑭
　
庄
之
井
料
に
つ
い
て
、
上
島
氏
は
臨
時
の
課
役
と
規
定
さ
れ
た
（
前
掲
諮
三
〇

　
四
・
三
〇
五
頁
）
。
臨
界
の
課
役
と
は
通
常
荘
園
領
主
等
支
配
者
側
の
賦
課
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
味
す
る
。
庄
之
井
料
は
東
寺
の
課
役
だ
ろ
う
か
。
　
「
諸
公
事
事
隠
課
役
井
庄
之
井

　
料
」
（
前
掲
註
⑩
文
書
）
と
あ
る
よ
う
に
、
庄
之
井
料
は
薄
雲
の
課
役
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
公
文
や
沙
汰
人
の
要
求
に
よ
り
、
名
主
に
井
料
を
負
担
さ
せ
る
よ
う

　
に
と
い
う
書
下
（
東
百
ワ
　
鎮
守
引
付
　
応
永
一
〇
年
四
月
五
日
条
）
や
折
紙
（
東

　
百
ワ
　
鎮
守
引
付
　
応
永
三
四
年
六
月
導
出
条
）
を
東
寺
が
公
文
・
沙
汰
人
宛
に

　
出
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
下
・
折
紙
要
求
の
主
眼
は
、
村

　
落
規
制
の
直
接
に
及
ば
な
い
庄
外
加
地
子
名
主
に
対
す
る
庄
之
井
料
徴
収
を
、
策

　
寺
の
容
認
の
も
と
に
、
そ
の
権
威
を
借
り
て
行
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
加

　
地
子
の
庄
外
流
出
に
よ
る
庄
之
井
料
負
担
原
則
の
動
揺
に
対
す
る
地
下
側
の
対
応

　
で
あ
っ
て
、
東
寺
の
井
料
賦
課
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
文
明
一
二

　
年
（
一
四
八
○
）
に
用
水
沙
汰
用
途
を
諸
名
主
に
懸
け
た
際
の
地
下
年
寄
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
ば
に
よ
っ
て
さ
ら
に
は
っ
き
り
す
る
。
　
「
諸
名
主
之
寮
他
所
計
相
懸
、
地
下
之
輩

　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

　
・
一
ハ
不
評
僕
、
毎
度
地
下
人
堅
木
等
張
之
聞
、
先
例
如
理
趣
、
思
量
文
名
ナ
ト
ニ

　
モ
不
懸
候
」
　
（
東
百
ね
　
鎮
守
引
付
　
文
明
一
ご
年
二
月
二
〇
日
条
）
と
年
寄
は

　
東
寺
に
対
し
て
答
え
て
お
り
、
庄
之
井
料
を
懸
け
る
主
体
は
地
下
側
で
あ
る
こ
と

　
は
明
白
で
あ
る
。

⑫
宝
月
氏
前
掲
註
④
勲
ヨ
四
四
～
一
五
一
頁
久
世
庄
井
料
下
給
表
参
照
。

⑬
前
掲
註
＠
に
同
じ
。

⑭
井
料
引
替
分
合
計
は
七
石
黒
鉱
四
升
五
合
で
あ
る
。
井
料
引
替
分
は
、
本
井
料

　
・
牛
瀬
井
料
の
定
井
料
と
臨
時
下
行
の
井
料
か
ら
成
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
永
正
八
年
に
は
本
井
料
一
石
六
斗
五
升
、
牛
瀬
井
料
一
石
で
あ
り
（
東
百
ね
　
鎮

　
守
引
付
永
正
八
年
月
日
不
詳
条
）
、
か
つ
て
の
真
半
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庄

　
地
半
減
後
定
井
料
も
半
減
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
井
料
引
替
分
七
石
六

　
斗
四
升
五
合
の
内
、
定
井
料
は
二
石
六
斗
五
升
、
臨
時
の
下
行
井
料
は
四
甚
九
斗

　
五
合
で
あ
る
。
通
例
下
行
井
料
は
五
石
、
七
石
な
ど
の
整
数
で
あ
り
、
こ
の
場
合

　
五
合
の
不
足
は
あ
る
も
の
の
、
五
石
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

⑮
　
例
え
ば
、
道
導
分
に
は
四
反
分
一
石
三
斗
二
升
と
あ
り
、
弥
五
郎
方
で
は
二
反

　
分
六
斗
六
升
と
あ
る
。

⑬
伊
勢
湿
田
や
東
西
頭
田
、
庄
鎮
守
の
蔵
王
堂
等
が
考
え
ら
れ
る
。

⑰
　
寒
星
家
光
の
井
料
集
収
の
範
囲
も
問
題
と
な
る
。

⑯
上
島
氏
前
掲
書
鼠
穴
章
第
三
節
。

⑲
分
米
地
の
井
料
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
算
用
帳
分
米
地
に
は
後
述
の
二
例
を
除

　
い
て
井
料
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
分
米
地
が
井
料
と
無
関
係
な
の
で
は
な
く
、

　
分
米
地
の
名
講
人
が
正
式
の
庄
之
井
料
負
担
者
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
分
米
地
で
井
料
記
載
の
あ
る
の
は
、
岡
方
と
谷
次
郎
衛
門
要
望
の
二
例
で
あ
る
。

　
岡
方
は
下
久
世
の
有
力
侍
衆
で
あ
り
、
跡
と
い
う
点
は
問
題
だ
が
、
里
方
も
下
久

　
世
侍
衆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
例
と
も
公
文
方
納
と
半
済
分
と
井
料
の
合
計

　
が
分
米
と
一
致
し
て
お
り
、
井
料
は
懸
け
ら
れ
て
い
る
の
か
分
米
か
ら
引
か
れ
た

　
の
か
判
断
で
き
な
い
。
頭
役
地
井
料
の
反
別
三
斗
三
升
原
則
か
ら
も
は
ず
れ
て
お

　
り
、
二
例
の
分
米
地
井
料
と
本
役
地
井
料
の
関
係
も
不
明
で
あ
る
。

⑳
井
料
は
加
え
な
い
。

＠＠＠＠＠＠
前
掲
書
第
隣
五
表
。

上
島
氏
前
掲
霞
第
八
章
第
三
節
参
照
。

前
掲
註
＠
に
同
じ
。

前
掲
書
第
九
章
第
三
節
。

分
米
部
分
の
み
で
あ
る
。
公
黒
本
役
部
分
の
方
が
納
入
率
は
高
い
。

永
正
八
年
に
は
寒
弼
家
光
の
提
嘗
に
よ
り
細
川
高
国
中
食
を
申
請
け
て
お
り
、
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以
後
年
貢
催
促
の
際
の
暴
力
装
羅
と
し
て
の
中
間
申
請
は
恒
常
化
す
る
。
な
お
拙

　
稿
一
八
買
参
照
。

⑳
　
寒
川
家
光
の
分
米
地
で
の
地
位
が
本
役
地
で
の
地
位
に
影
響
し
た
こ
と
は
、
永

　
正
一
三
年
、
家
光
が
公
文
分
（
分
米
地
）
代
官
職
を
罷
免
さ
れ
る
と
、
東
寺
分
（
本

　
役
地
）
で
も
代
官
家
光
の
撲
斥
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
東
百
ね

　
鎮
守
引
付
　
永
正
一
三
年
一
一
月
一
二
日
条
）
。

⑱
　
政
治
的
に
は
対
領
主
行
動
や
村
落
結
合
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
、
経
済
的
に
は

　
村
内
剰
余
を
め
ぐ
っ
て
競
合
関
係
に
あ
っ
た
。

⑳
寺
納
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本葺寺納状況

月・日1綱寺羅
　　　石

O．484

0．102

0．159

0．029

e．eg

1．130

1．931

放
10

　2

　3

　1

　1

　7

　4

　月日
S．　13

8．　22

8．　23

8．2ミ

10．　15

10．　25

1L　12

合計128 3．925

⑳
　
払
削
掲
欝
一
四
六
　
二
頁
。

⑳
　
晶
則
㎞
掲
書
四
七
六
百
ハ
。

　
上
久
世
庄
算
用
帳
と
い
う
一
つ
の
帳
簿
か
ら
、
で
き
る
限
り
具
体
的
に
武
家
と
東
寺
の
収
取
、
村
落
各
層
の
動
き
を
描
こ
う
と
努
め
た
。
同

帳
の
分
析
を
も
と
に
し
た
武
家
と
東
寺
の
支
配
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
不
十
分
な
が
ら
旧
稿
で
果
し
た
の
で
こ
こ
で
は
繰
返
さ
な
い
。
た
だ
、

被
官
関
係
を
桓
粁
と
し
て
名
主
職
以
下
の
取
込
み
を
は
か
り
、
さ
ら
に
は
荘
園
領
主
の
支
配
ま
で
も
否
定
し
て
一
円
的
な
支
配
を
め
ざ
す
と
い

う
、
細
川
政
権
の
京
都
近
郊
へ
の
勢
力
浸
透
の
一
コ
ー
ス
が
、
分
米
地
で
確
実
に
実
を
結
ん
で
い
る
点
、
東
寺
支
配
の
衰
退
が
、
分
米
地
と
比

較
し
た
本
役
地
の
納
入
量
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
点
、
ま
た
、
両
者
の
支
配
を
通
し
て
、
村
落
各
層
の
動
向
が
、
納
入
量
や
井
料
等
種
々
の

点
で
微
妙
な
差
と
な
っ
て
反
映
し
て
い
る
点
を
、
算
用
帳
分
析
の
中
か
ら
改
め
て
指
摘
し
た
い
。
そ
し
て
、
武
家
分
と
東
寺
分
は
支
配
単
位
と

し
て
は
完
結
し
て
い
る
が
、
同
一
村
落
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
支
配
者
間
の
み
な
ら
ず
被
支
配
者
を
含
め
て
い
か
に
影
響
を
与
え

あ
う
か
を
算
用
帳
は
明
確
に
示
し
て
い
る
。
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Manorial　Village　and　lts　Revenue　in　the　Sengokzt　．ljtc　as　Period

by

Michiko　TaRaka

　Kanzileu2enosho　Sanyocho上久世庄算用帳in　the　4　th　year　of　Eisho永正

（1507），　a　report　on　closing　accounts　ef　manor　is　important　historical

material．　lt　show＄　two　controls　concretely，　which　shared　one　manor

near　Kyoto，　Kamileuxenosho上久世庄．

　　One　of　the　controls　is　that　by　the　lord　of　the　maRor，　To］’i東寺Tem－

ple　which　was　in　the　period　of　decline．　The　other　by　Buke－Kyunin

武家給人which　was　permeating　his　power　through　the　maAor．

　　By　analyzing　this　manorial　report　1　almed　to　clarlfy　the　actual　con－

dition　of　revenue　of　both　Tol’i　Temple　and　Bulee－1〈yunin，　and　to　examine

the　condition　of　peasants．

　　F1rst　of　a11　1　investigated　the　followlng　questions；　who　wrote　the

report，　when　was　it　written　and　why？　And　1　clarified　the　character

of　the　report．

　　Secondly　through　analysis　of　the　revenue　1　found　the　control　of　To］’i

Ternple　falling　and　that　of　Bufee－Kesnin　growing．　The　revenue　of　the

latter　contained　Honnengu本年貢andκ嬢公事that　belonged　to　the

lord　of　the　manor，　and　Myosyu一　Tohabun名主得分en　bloc．　So　it　made

a　special　form　of　revenue．

　　Finally　I　found　some　features　of　relation　of　the　writer　Samufeawa寒

碇虫to　Samuraishu侍衆，　Hyabusho百姓scattered　in　the　repor乞．

Shaibani　Khan　and　the　Town　of　Arquq

by

Toru　Horikawa

　・Shaibani　Khan　captured　in　1500　Samarqand，　and　in　1507　Herat．

Contemporary　writers　of　Central　Asia　gave　a　variety　of　explanations

（918）




